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3番の歌 私たちの力，希望，確信



エホバは何があっても守ってくれる



「あなたが『エホバは私の避難所』と言っ[た]から」。詩編 91:9




ポイント

エホバは今も将来も絶対に私たちを守ってくれます。




1-2. これから世界を揺るがすどんな出来事が起きますか。


あなたの答え



もうすぐ，世界を揺るがすとんでもない出来事が起きます。いろんな国が自分たちの力を国際連合に渡すことになります。エホバが「ご自分の考え」を国家のリーダーの心に入れるからです。* （啓 17:17）力を得た国連と世界中の国は，協力しながら宗教組織を全部倒します。（啓 17:16）これにより大患難が始まります。その後はどうなるでしょうか。

2 その後，世界中の国が結託してエホバの証人を全力で攻撃してきます。（エゼ 38:14-16）どうしてでしょうか。「エホバの清い崇拝 ついに回復される！」の本にはこうあります。「サタンに唆された国々は，清い崇拝とそれを行う人たちを地上から根絶しようとします」。でもエホバはそうはさせません。それから，エホバのシナリオ通りに物事は進んでいきます。ハルマゲドンで，イエスと14万4000人率いる天の軍隊が悪い人たちを全員倒します。そうやって，みんなが安心して暮らせる世の中が始まります。（啓 16:14-16; 19:11-21）

 3. この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



3 そういう将来の出来事について考えると，怖く感じるかもしれません。でも，ビクビクしなくて大丈夫です。エホバが絶対に守ると言ってくれているからです。詩編にこうあります。「1000人があなたのそばに倒れ，1万人があなたの右に倒れる。しかし，あなたに危険が及ぶことはない」。（詩 91:7）エホバは私たちを必ず守ってくれます。今だけでなく，将来，絶体絶命のピンチになっても守ってくれます。どういうことでしょうか。詩編 91編から探っていきましょう。

絶対に守るという気持ちがこもった詩編

 4. 詩編 91編1，2節から，エホバのどんな思いが伝わってきますか。


あなたの答え



4 詩編 91編の内容をまとめるとこうです。エホバを信頼する人は必ず守られる。最初の2つの節からも，そのことがよく分かります。（詩編 91:1，2を読む。）「避難所」とか「とりで」という表現からイメージするのは，聖書時代の城壁に守られた都市です。都市の中にいれば，敵が攻めてきても安心していられました。エホバはまさにそういう安心感をくれます。さらに，エホバが翼の陰で守ってくれるという表現もあります。（ルツ 2:12。詩 17:8）宇宙で最強の方がそうやって守ってくれると考えると，本当に心強いですね。詩編 91編を書いた人は，いろんな表現を駆使して「何があっても絶対に守りたい」というエホバの決意を書いています。（詩 91:3-13）

5-6. （ア）詩編 91編の最後には，エホバのどんな約束が載っていますか。（イ）そこを読むと，怖くてもエホバに頼ろうと思えます。どうしてですか。（詩編 91:14-16）


あなたの答え



5 詩編 91編の最後の3節を読むと，力が湧いてきます。エホバの守りたいという決意が伝わってくるからです。（詩編 91:14-16を読む。）ここでエホバは，「私は」という言葉を連発しています。「怖くてどうしようもない時は，私に頼ってほしい。絶対に守ってあげるから」と言ってくれているわけです。あいまいなところや，ふわっとしたところは少しもありません。「守る」と言い切っています。いつも約束を守るエホバが言っているので，100パーセントそうなります。（民 23:19。ヨシュ 23:14）

6 エホバは詩編 91編を私たちのために書かせました。（ロマ 15:4）私たちは，そのエホバの思いに応えて「あなたは私の避難所，私のとりで」と心から言いたいと思います。（詩 91:2）じゃあ，エホバはそもそも私たちの何を守ってくれるんでしょうか。

エホバは何を守ってくれる？

 7. 詩編 91編からすると，エホバは何を守ってくれますか。


あなたの答え



7 詩編 91編で言っているのは，エホバとの友情を壊すものから守られる，ということです。エホバとの絆を駄目にしてしまうものはいろいろあります。でもエホバはそういうものから守ってくれます。これまで説明されてきた通りです。でも，それだけじゃありません。エホバの証人というグループが，敵によって倒されることがないように守ってくれます。さらに，つらくても私たちの心が折れてしまわないようにも守ってくれます。まとめると，エホバとの友情，体，心が守られるということです。でも，詩編 91編からどうしてそこまで分かるんでしょうか。

8-9. サタンに誘惑された時，イエスは何と言いましたか。そこから何が分かりますか。（マタイ 4:5-7）


あなたの答え



8 サタンがイエスを誘惑した時のことを考えてみましょう。（マタイ 4:5-7を読む。）サタンはイエスを神殿の高い所に連れていってからこう言いました。「ここから飛び降りてみろ。そうやっても傷一つつかないって詩編に書いてあるだろ？」イエスはサタンに，その聖句はそういう意味ではない，とは言いませんでした。むしろ「エホバ神を試してはならない」とだけ言いました。どういうことでしょうか。

9 イエスがサタンを正したのは，エホバの救う力を試させようとしたからでした。わざわざ無謀なことをしてエホバを試すのは明らかに間違っています。でも，イエスは天使を使ってエホバが身の安全を守ってくれることがある，と分かっていました。（王二 6:15-17; 19:34，35。ダニ 3:19，20，26-28; 6:16-22）それでサタンが体の安全が守られる根拠として詩編 91編を持ち出したこと自体は責めませんでした。* こういうことを考えると，詩編 91編から，エホバとの友情，体，心をエホバが守ってくれるということが分かります。

10. 詩編 91編を読むと，どんな気持ちになりますか。


あなたの答え



10 詩編 91編を読むと力がもらえます。エホバの力を信じて頼るなら，絶対に守ってくれると思えるので，ほっとできます。これから先，とんでもない出来事が起きることを考えてビクビクすることもありません。では，エホバは今，そして将来どんなふうに私たちのことを守ってくれるんでしょうか。

エホバは今どんなふうに守ってくれている？

11. エホバのおかげで，エホバとの友情が守られます。どういうことですか。


あなたの答え



11 エホバは私たちとの友情を守ってくれます。私たちをエホバから遠ざけてしまうものはいろいろあります。でもエホバはそういうものから守ってくれます。例えばエホバは，罪がどれほどがっちりと私たちをつかんでいるかをよく分かっていて，負けないための力をくれます。（ロマ 6:16; 7:21-23）でも，どうやってでしょうか。

12-13. エホバとの友情を守り抜くためにエホバは何をしてくれていますか。（マタイ 5:28，29）


あなたの答え



12 聖書。エホバは聖書を使って，どうしたら悪いことをしたいという気持ちと闘えるかを教えてくれています。例えば，マタイ 5章28，29節です。（読む。）ここでイエスは，もし男性が下心を持って女性を見て良くないことを考え続けるとしたら，心の中で不倫をしたのと同じだと言っていたわけです。ここから何が学べるでしょうか。

13 良くないことをしたいという気持ちをかき立てるものを見てしまうと，実際にやってしまうかもしれません。（ヤコ 1:14，15）イエスは，そういう良くない考えが浮かんだら，右目をえぐり出すかのようにして捨てるようにと言いました。ある聖書注解者によると，このイエスの表現には「手術」という意味合いもあるそうです。がんを摘出するかのように，悪い考えは振り払わないといけないということです。（コロ 3:5）そうやってイエスの言う通りにすれば，エホバとの友情を守れます。

14. エホバは聖なる力を使ってどんなふうに守ってくれますか。


あなたの答え



14 聖なる力。エホバは聖なる力によっても私たちを守ってくれます。聖なる力をもらうためにはどうしたらいいでしょうか。エホバは，祈って真剣にお願いする人に，たっぷりと聖なる力をくれます。（ルカ 11:9-13）使徒パウロはこう言っています。「聖なる力に導かれて歩んでください。そうすれば，罪深い欲望のままに行動することは決してありません」。（ガラ 5:16）この聖句のスタディー版の注釈にはこうあります。「聖なる力に導かれて歩む人は，神の聖なる力による導きを求め，考えや行動がその影響を受けるようにする。その人は罪深い欲望があったとしてもすぐに排除し，欲望を抱き続けないようにする」。ということは，聖なる力をもらうと，私たちは完璧になって，悪いことを全くしたくなくなるということでしょうか。そうではありません。でも，エホバが教えてくれている通りに正しいことをしたいという気持ちが強くなります。そうやって，絶対に失いたくないエホバとの友情を守れます。

15. エホバは忠実で思慮深い奴隷を通して守ってくれています。どんなふうにですか。（写真も参照。）


あなたの答え



15 統治体。エホバは忠実で思慮深い奴隷を通しても守ってくれます。そのおかげで私たちは，ぴったりのタイミングでエホバとの友情を強くする情報を手に入れられています。みんな弱くて完璧ではないので，時々気持ちが落ちることがあります。以前してしまったことのせいで心が痛んだり，ストレスでいっぱいいっぱいになったりします。そんな時を狙ってサタンは攻撃してきます。「もうだめだ，エホバに仕えることはできない」と思わせようとしてきます。（マタ 4:3; 6:13）でもエホバは守ってくれます。いろんな記事や動画を通してです。そういうものを見ていて，エホバの許し方とか優しさが胸に染みて，心が軽くなる。そんな経験をしたことはありませんか。（詩 86:5。マタ 10:29-31。ルカ 12:28。ヘブ 13:5）「これは本当に自分のためのものだ」と思えたこともきっとあるんじゃないでしょうか。それはエホバの，あなたを守りたい，何があっても支えたいという気持ちの表れです。



[image: 1人の姉妹がエホバとの友情を大切にしている。1. 姉妹が「勇気を持って神と共に歩む」の本を読んでいる。2. 夫と娘と一緒にJW Broadcastingを見ている。]

エホバはぴったりの動画や資料を使って，友情を守ってくれる。（15節を参照）







16. （ア）エホバに仕える私たちはどんな目に遭うかもしれませんか。どうしてですか。（イ）でもエホバはどうしてくれますか。


あなたの答え



16 サタンはエホバを愛する人たちを全滅させたいと思っています。（マタ 24:9。啓 12:9-12）それで私たちの体を傷つけようとしてきます。でも，エホバは絶対に守ってくれます。ということは，迫害から奇跡的に守られ，サタンの手に掛かって死んだりすることはないということでしょうか。そうではありません。エホバはサタンのうそを暴くために，私たちが命を落とすのを止めないこともあります。（啓 2:10; 6:9）でも，エホバの証人というグループがなくなることは絶対にありません。エホバが天使を通して守ってくれるからです。私たちがエホバを崇拝できなくなるということはありません。（ヘブ 1:7，14）

17. エホバは，私たちが体に何のダメージも負わないよう守るわけではありません。どうしてですか。


あなたの答え



17 エホバは聖書を通して，ためになることを教えてくれています。聖書のアドバイスに沿って生きていくと，健康面でもいろんなメリットがあります。（格 14:29，30; 22:3。コリ二 7:1）でも，だからといって，私たちが体にどんなダメージも受けないようエホバが守ってくれるわけではありません。もしそうしてしまうと，サタンの言い分の間違いを証明することにはなりません。「結局，人間はメリットがあるからエホバに仕えているだけだ」という言い掛かりです。（ヨブ 1:10，11）さらに，エホバの評判というとても大切なことも絡んでいるので，反対や迫害を止めたりはしません。ローマの聖句には，エホバは「辛抱強く容赦してい」るとあります。（ロマ 9:22）でも，その辛抱もやがて終わり，私たちを攻撃する人たちはいなくなります。それまでの間，どれだけ圧をかけられても，私たちはエホバとの友情を守れます。（コリ一 10:13。ペテ一 5:10）

エホバは将来どんなふうに守ってくれる？

18. エホバは将来どんなふうに守ってくれますか。


あなたの答え



18 この記事の最初で考えた通り，もうすぐ大患難が始まります。でも，エホバはその時も必ず守ってくれます。敵がどれだけ攻撃してきても，私たちとエホバとの友情が奪われることはありません。さらに，エホバの証人というグループがつぶされてしまうこともあり得ません。（エゼ 38:1，2，10-16）エホバはハルマゲドンの戦いでイエス率いる天の軍隊を使って悪い人たちを倒し，守ってくれます。（啓 17:12-14; 19:11，14，15）では，ハルマゲドンの時の私たち一人一人の身の安全はどうなるんでしょうか，考えていきましょう。

ハルマゲドンでイエス率いる無敵の軍隊が私たちのために戦ってくれる時，エホバの敵は誰一人生き延びません。でも，エホバに仕える私たちは誰一人死にません。



19-20. ハルマゲドンを怖がらなくていいのはどうしてですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



19 ハルマゲドンを怖がらなくて大丈夫です。最強の神，ずっとそばにいて守ってくれるお父さんがいるからです。ハルマゲドンでイエス率いる無敵の軍隊が私たちのために戦ってくれます。その戦いでエホバの敵は誰一人生き延びません。（エレ 25:33。ゼカ 14:12）でも，エホバに仕える私たちは誰一人死にません。（ルカ 21:28。ペテ二 2:9）

20 ハルマゲドンの時，詩編に書かれている通りになります。「1000人があなたのそばに倒れ，1万人があなたの右に倒れる。しかし，あなたに危険が及ぶことはない。あなたはただそれを見る。悪人が処罰されるのを目撃する。あなたが『エホバは私の避難所』と言って，至高者のもとに住んだから」。（詩 91:7-9）エホバはハルマゲドンの時，私たちとの友情をしっかりと守ってくれます。グループとしてだけでなく，一人一人の心と体を完璧に守ってくれます。私たちが心から「エホバは私の避難所」と言うなら，エホバはこう答えてくれます。「あなたに危険が及ぶことはない」。それで怖がらずに胸を張って将来を見つめましょう。いつも守ってくれる最強の味方，エホバがいるからです。





[image: 天使が母親と2人の息子を守るためにバリアを張っている。外ではハルマゲドンの戦いが起きている。母親は2人の息子を抱き締めている。息子の1人が「勇気を持って神と共に歩む」の本を胸に抱えている。]

ハルマゲドンの時，私たちは体も心も守られる。（19，20節を参照）





振り返ってみましょう


	  詩編 91編からすると，エホバは私たちの何を守ってくれますか。


あなたの答え
 




	  エホバは今どんなふうに守ってくれていますか。


あなたの答え
 




	  エホバは将来どんなふうに守ってくれますか。


あなたの答え
 











8番の歌 エホバは避難所



^  「ものみの塔」2025年11月号の「読者からの質問」を参照。


^  これまで私たちは，詩編 91編の言葉はエホバとの友情が守られることだけについて言っていて，体が守られるという意味でサタンが使ったのは間違いだったと理解していました。詳しくは，「ものみの塔」1975年3月1日号の146ページをご覧ください。






^ （詩 91:9） あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。

もしかすると，「避難した」。


^  （啓 17:17） 神が，ご自分の考えを彼ら*の心に入れて実行させたからです。神の言葉が成し遂げられるまで，彼らが自分たちの王国を野獣に与えて，自分たちの1つの考えを実行するようにしたのです。

10人の王のこと。


^  （啓 17:16） そして，あなたが見た10本の角と野獣は，娼婦を憎み，破滅させて裸にし，彼女の肉を食い尽くし，彼女を火で焼き尽くします。



^  （エゼ 38:14-16） それで，人の子よ，ゴグに預言しなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私の民イスラエルが安らかに暮らしている日に，あなたはそのことを気に留めないのだろうか。 15 あなたは自分の場所から，北の果てから，多くの民と共にやって来る。彼らは皆が馬に乗り，大勢いて，大軍を成している。 16 あなたは土地を覆う雲のように，私の民イスラエルを攻める。私は最後の日々に，私の土地をあなたに攻めさせる。それは，ゴグよ，私がさまざまな国の民の目の前で，あなたを通して自分を神聖なものとする時，それらの民が私を知るようになるためである」』。



^  （啓 16:14-16） それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。 15 「私は泥棒のように来ます。目覚めていて自分の外衣を守る人は幸福です。その人は，裸で歩いて恥をさらすということがありません」。 16 それらの息*により，王たちはヘブライ語でハルマゲドン*と呼ばれる場所に集められた。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。
または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「アルマゲドン」。「メギドの山」という意味。


^  （啓 19:11-21） 私が見ていると，天が開かれ，白い馬が現れた。それに乗っている者は，忠実で真実な方と呼ばれ，正しく裁き，正義のために戦う。 12 この方の目は燃える炎のようであり，頭には多くの王冠がある。この方には，ほかの誰も知らない名が記されている。 13 この方は血に染まった*外衣を着ており，神の言葉という名で呼ばれている。 14 天の軍勢が，白くて清い上等の亜麻布の衣服を着て，白い馬に乗り，この方の後に従っていた。 15 この方の口からは長くて鋭い剣が突き出ており，それによって国々を討つ。また，この方は鉄のつえをもって人々を処罰し*，全能の神の激しい怒りの搾り場でブドウを踏む。 16 この方の外衣には，そのももの所に，王の中の王また主の中の主という名が書かれている。 17 また私は，太陽の中に立っている天使を見た。その天使は，空高く*飛ぶ全ての鳥に大声でこう言った。「さあ，来なさい。神の盛大な晩餐に集まりなさい。 18 そして，王の肉，軍司令官の肉，強力な者の肉，馬とそれに乗る者の肉を食べなさい。自由民や奴隷，小さな者も大きな者も含む，あらゆる者たちの肉を食べるのです」。 19 さらに見ると，野獣と地上の王たちとその軍勢が，馬に乗っている方とその軍勢に対して戦うために集まっていた。 20 そして，野獣は捕らわれ，野獣の前で奇跡*を行った偽預言者も捕らわれた。偽預言者は，野獣の印を受けた者たちと野獣の像を崇拝する者たちを，奇跡*によって惑わしていたのである。野獣も偽預言者も生きたまま，硫黄が燃える火の湖に投げ込まれた。 21 ほかの者たちは，馬に乗っている方の口から出ている長い剣で殺された。全ての鳥が彼らの肉で満腹になった。

もしかすると，「血が振り掛かった」。
または，「治め」。
直訳，「中天を」。
直訳，「しるし」。
直訳，「しるし」。


^  （詩 91:7） 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。



^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^ （詩 91:1， 2） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。



^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^  （詩 91:1， 2） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。



^  （ルツ 2:12） エホバがあなたの行いを祝福し，イスラエルの神エホバが十分に報いて*くださいますように。あなたは神の翼の下に逃れてきたのです」。

または，「最高の報酬を与えて」。


^  （詩 17:8） 私をあなたの瞳のように守ってください。 あなたの翼の陰に隠してください。



^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^  （詩 91:3-13） 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。


^ （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^ （詩 91:14-16） 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「認めて」。


^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^  （詩 91:14-16） 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「認めて」。


^  （民 23:19） 神は，偽りを語る人間のようではなく， 考えを変える*人のようでもない。 神は何かを言ったら，それを行うのではないか。 語ったら，それを実行するのではないか。

または，「後悔する」。


^  （ヨシュ 23:14） 皆さん，私はもう長くありません。皆さんがよく*知っている通り，皆さんの神エホバが話した全ての良い約束のうち，果たされなかった言葉は一つもありません。皆さんにとって全てその通りになりました。果たされなかった言葉は一つもありません。

または，「心を尽くし自分の全てを尽くして」。


^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^  （ロマ 15:4） 以前に書かれた事柄は皆，私たちを教えるために書かれました。そのおかげで私たちは忍耐でき，聖書から慰めを得られるので，希望を持っていられます。



^  （詩 91:2） 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。



^ （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。
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^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^ （マタ 4:5-7） 次いで，悪魔はイエスを聖なる都に連れていき，神殿の最も高い所に立たせて， 6 言った。「神の子なら，飛び降りなさい。『神はあなたのために天使たちに命令を出す』，『天使たちはあなたを手に乗せて運び，あなたが石に足をぶつけないようにする』と書いてありますから」。 7 イエスは言った。「『エホバ神を試してはならない』とも書いてあります」。



^  （マタ 4:5-7） 次いで，悪魔はイエスを聖なる都に連れていき，神殿の最も高い所に立たせて， 6 言った。「神の子なら，飛び降りなさい。『神はあなたのために天使たちに命令を出す』，『天使たちはあなたを手に乗せて運び，あなたが石に足をぶつけないようにする』と書いてありますから」。 7 イエスは言った。「『エホバ神を試してはならない』とも書いてあります」。



^  （王二 6:15-17） 真の神に遣わされた人の従者*が朝早く起きて外に出ると，馬と戦車を持つ軍勢が町を取り囲んでいるのが見えた。すぐに従者は言った。「ああ，エリシャ！ どうしましょう」。 16 エリシャは言った。「恐れてはいけません！ 彼らと共にいる者よりも，私たちと共にいる者の方が多いのです」。 17 そして祈ってこう言った。「エホバ，どうか彼の目を開いて，見えるようにしてください」。エホバはすぐに従者の目を開いた。従者が見ると，何と山地にはエリシャを取り巻くように火の馬と戦車がいっぱい並んでいた。

または，「奉仕者」。


^  （王二 19:34， 35） 「私はこの都市を守って救う。 自分のため，私に仕えたダビデのためである」』」。 35 まさにその夜，エホバの天使が出ていき，アッシリア人の陣営で18万5000人を討った。人々が朝早く起きて見ると，皆，死んでいた。



^  （ダニ 3:19， 20） ネブカドネザルは，シャデラク，メシャク，アベデネゴに対して激怒し，血相を変えて*，炉をいつもより7倍熱くするよう命じた。 20 そして自分の軍隊の屈強な男たちに命じて，シャデラク，メシャク，アベデネゴを縛らせ，火の燃え盛る炉に投げ込ませた。

または，「態度を一変させて」。


^  （ダニ 3:26-28） ネブカドネザルは火の燃え盛る炉の口に近づいて，言った。「至高の神に仕えるシャデラク，メシャク，アベデネゴ，出てきなさい！」 シャデラク，メシャク，アベデネゴは火の中から出てきた。 27 そこに集まっていた太守，長官，総督や他の高官たちは，3人の体が火の影響を全く受けていないのを見た。髪の毛1本も焦げておらず，マントも元のままで，火のにおいさえ付いていなかった。 28 ネブカドネザルは言った。「シャデラク，メシャク，アベデネゴの神が賛美されますように。その方は天使を遣わして，ご自分に仕える者たちを救った。彼らはその方を信頼し，王の命令に背いて死ぬ*ことになっても，自分たちの神以外の神に仕えたり，他の神を崇拝したりしなかった。

または，「体を差し出す」。


^  （ダニ 6:16-22） それで王は命令を出し，ダニエルは連れてこられて，ライオンの穴に投げ込まれた。王はダニエルに言った。「あなたが常に仕えている神が，あなたを救ってくださるに違いない」。 17 それから石が運ばれてきて，穴の口に置かれた。王は自分の認印指輪と貴族たちの認印指輪でそれに封印をし，ダニエルの件に関して何も変更されないようにした。 18 王は宮殿に帰った。断食をし，あらゆる楽しみ事を拒み*，眠れぬ夜を過ごした。 19 夜が明けるとすぐ，王は起きてライオンの穴へ急いだ。 20 穴に近づくと，悲しげな声でダニエルに呼び掛け，こう尋ねた。「生きている神に仕えるダニエル，あなたが常に仕えている神は，あなたをライオンから救うことができたか」。 21 すぐにダニエルは王に言った。「王がいつまでも生き続けますように。 22 私の神が天使を遣わして，ライオンの口をふさいでくださいましたので，私は無事です。私は神の前で潔白であり，王に対しても何も悪いことはしておりません」。

もしかすると，「演奏者たちを呼ぶこともなく」。


^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。
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^  （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^  （ロマ 6:16） 皆さんは次のことを知らないのですか。自分を奴隷として誰かに差し出して従うなら，従う相手の奴隷になります。罪の奴隷となって死へと導かれるか，従順の奴隷となって正しいことへと導かれるか，どちらかなのです。



^  （ロマ 7:21-23） 私には次の法則が当てはまります。正しいことをしたいと願うのに，自分の中に悪がある，ということです。 22 私は，内面では*神の律法を本当に喜んでいます。 23 しかし，体の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。

または，「内面の人としては」。


^ （マタ 5:28， 29） しかし私は言います。女性を見続けて情欲を抱く人は皆，すでに心の中で姦淫をしたのです。 29 そこで，もし右目があなたに罪を犯させているなら，えぐり出して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身をゲヘナに投げ込まれるよりは，よいのです。



^  （マタ 5:28， 29） しかし私は言います。女性を見続けて情欲を抱く人は皆，すでに心の中で姦淫をしたのです。 29 そこで，もし右目があなたに罪を犯させているなら，えぐり出して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身をゲヘナに投げ込まれるよりは，よいのです。



^  （ヤコ 1:14， 15） 人はそれぞれ，自分の欲望に引かれて惑わされる*ことにより，試されるのです。 15 欲望は膨れ上がった*時に罪を生みます。そして，罪は犯された時に死をもたらします。

または，「餌によるかのように捕らわれる」。
直訳，「身ごもった」。


^  （コロ 3:5） ですから，性的不道徳，汚れ，奔放な性欲，有害な欲望，また貪欲つまり偶像崇拝に陥らないよう，地上の体の各部をいわば殺しなさい。



^  （ルカ 11:9-13） それで，求め続けなさい。そうすれば与えられます。探し続けなさい。そうすれば見つかります。たたき続けなさい。そうすれば開かれます。 10 誰でも求めている人は受け，探している人は見つけ，たたいている人には開かれます。 11 実際，あなたたちのうちどの父親が，自分の子から魚を求められて，魚ではなく蛇を渡すでしょうか。 12 また，卵を求められて，サソリを渡すでしょうか。 13 それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです」。



^  （ガラ 5:16） 次のことを勧めます。聖なる力に導かれて歩んでください。そうすれば，罪深い欲望のままに行動することは決してありません。



^  （マタ 4:3） 誘惑者がイエスに近づき，言った。「神の子なら，これらの石に，パンになるように命じなさい」。



^  （マタ 6:13） 私たちを誘惑に陥らせないで，邪悪な者*から救い出してください』。

もしかすると，「邪悪なこと」。


^  （詩 86:5） エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。 あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます。



^  （マタ 10:29-31） スズメ2羽は小額の硬貨1枚で売っていませんか。それでも，その1羽でさえ，天の父が知らないうちに地面に落ちることはありません。 30 ところが，あなたたちは髪の毛まで全て数えられています。 31 ですから，恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。



^  （ルカ 12:28） 神が，今日は生えていて明日火に放り込まれる野の草木にこのように服を与えているなら，ましてあなたたちには服を与えてくださるのです。信仰の少ない人たち。



^  （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^  （マタ 24:9） その時，あなたたちは苦難を味わい，殺されます。私の名のために全ての国の人々から憎まれます。



^  （啓 12:9-12） こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。 10 私は大きな声が天でこう言うのを聞いた。 「今や，私たちの神の救いと力と王国，またその方のキリストの権威が実現しました！ 私たちの兄弟たちを神の前で昼も夜も訴える者が投げ落とされたからです。 11 兄弟たちは，子羊の血によって，また自分たちが語る言葉によってその者を征服し，死に面しても自分の命を惜しみ*ませんでした。 12 それで，天とそこに住む者たち，喜びなさい！ 地と海には災いが降り掛かります。悪魔が，自分に残された時が短いことを知り，大きな怒りを抱いてあなた方の所に下ったからです」。

直訳，「愛し」。


^  （啓 2:10） 受けようとしている苦しみを恐れてはなりません。悪魔は，あなたたちのうち幾人かを牢屋に投げ込んでいきます。そのようにして，あなたたちは十分に試され，10日の間苦難に遭います。たとえ死ぬことになっても，忠実であり続けなさい。そうすれば，あなたに命の冠を与えます。



^  （啓 6:9） 子羊が第5の封印を解いた時，私は殺された人たちの血*が祭壇の基部にあるのを見た。神の言葉を守ったために，また伝道したために殺された人たちの血である。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。


^  （ヘブ 1:7） 天使たちについてはこう言います。「神はご自分の天使たちを風とし*，ご自分の奉仕者*たちを炎とする」。

または，「強くし」。
または，「公僕」。


^  （ヘブ 1:14） 天使たちは皆，聖なる*奉仕をするのであり，救いを得る人たちに仕えるために遣わされるのではありませんか。

または，「人々のための」。


^  （格 14:29， 30） すぐに怒らない人は優れた識別力があり， 短気な人は愚かさをあらわにしている。 30 穏やかな心は体に良く*， 嫉妬は骨を腐らせる。

または，「命を与え」。


^  （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^  （コリ二 7:1） それで，愛する皆さん，私たちにはこのような約束があるのですから，体と精神のあらゆる汚れを除き去って自分を清め，神への畏れを抱いて神聖さを完成させていきましょう。



^  （ヨブ 1:10， 11） 彼も家族も全ての持ち物も，あなたが柵で囲んで守ったのではありませんか。あなたの祝福によって彼の仕事はうまく運び，家畜は非常に多くなりました。 11 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。



^  （ロマ 9:22） では，どうですか。神は，憤りを表して力を知らせることを望みながら，滅ぼされても当然な憤りの器を辛抱強く容赦していました。



^  （コリ一 10:13） 皆さんが受けてきた誘惑は，多くの人が同じように経験してきた誘惑です。神は信頼できる方で，皆さんが耐えられないほど誘惑を受けるままにはしません。出口を設けて，誘惑に耐え切れるようにしてくださいます。



^  （ペテ一 5:10） 皆さんが少しの間苦しんだ後，惜しみない親切に満ちる神は，皆さんの訓練を終えます。永遠の栄光を与えるためにキリストを通して招いてくださった神が，皆さんをしっかりした人，強い人，揺らぐことのない人にしてくださるのです。



^  （エゼ 38:1， 2） エホバが再び私に語り掛けてこう言った。 2 「人の子よ，メシェクとトバルの長たちの長である，マゴグの地のゴグに厳しい顔を向け，彼に対して預言しなさい。



^  （エゼ 38:10-16） 主権者である主エホバはこう言う。『その日，あなたの心にさまざまな考えが入り，あなたは邪悪な計画を立てる。 11 そしてこう言う。「私は，無防備な居住地*ばかりの土地に攻め込む。騒ぎもなく安らかに暮らしている人々を攻める。彼らは皆，城壁やかんぬきや門に守られていない居住地に住んでいる」。 12 あなたは多くの戦利品や略奪品を手に入れようとし，かつて廃虚だったものの人が住むようになった場所と，国々から再び集められた人々を攻撃する。その人々は財産を蓄えており，世界の中心に住んでいる。 13 シェバとデダン，タルシシュの商人と全ての戦士*は，あなたに言う。「あなたは多くの戦利品や略奪品を手に入れるために攻め込むのか。軍隊を集めたのは，銀や金を運び去り，財産を奪い，非常に多くの戦利品を手に入れるためか」』。 14 それで，人の子よ，ゴグに預言しなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私の民イスラエルが安らかに暮らしている日に，あなたはそのことを気に留めないのだろうか。 15 あなたは自分の場所から，北の果てから，多くの民と共にやって来る。彼らは皆が馬に乗り，大勢いて，大軍を成している。 16 あなたは土地を覆う雲のように，私の民イスラエルを攻める。私は最後の日々に，私の土地をあなたに攻めさせる。それは，ゴグよ，私がさまざまな国の民の目の前で，あなたを通して自分を神聖なものとする時，それらの民が私を知るようになるためである」』。

または，「囲いのない田舎の村」。
または，「若くて強いライオン」。


^  （啓 17:12-14） あなたが見た10本の角は10人の王を表しています。彼らはまだ王国を受けていませんが，野獣と共にひとときの間，王としての権威を受けます。 13 10人の王は1つの考えを抱き，自分たちの力と権威を野獣に与えます。 14 彼らは子羊と戦いますが，子羊は主の中の主，王の中の王ですから，彼らを征服します。子羊と共にいる者たち，招かれ，選ばれた忠実な者たちも，征服します」。



^  （啓 19:11） 私が見ていると，天が開かれ，白い馬が現れた。それに乗っている者は，忠実で真実な方と呼ばれ，正しく裁き，正義のために戦う。



^  （啓 19:14， 15） 天の軍勢が，白くて清い上等の亜麻布の衣服を着て，白い馬に乗り，この方の後に従っていた。 15 この方の口からは長くて鋭い剣が突き出ており，それによって国々を討つ。また，この方は鉄のつえをもって人々を処罰し*，全能の神の激しい怒りの搾り場でブドウを踏む。

または，「治め」。


^  （エレ 25:33） その日，エホバに討たれた者たちが，地の果てから果てにまで横たわる。彼らは悲しまれず，集められることも葬られることもない。地面にまかれた肥やしのようになる』。



^  （ゼカ 14:12） エルサレムに戦いを仕掛ける人々全てに，エホバは神罰を下す。彼らの肉体は自分の足で立っているうちに腐り，目はくぼみの中で腐り，舌は口の中で腐る。



^  （ルカ 21:28） しかし，これらのことが起き始めたら，真っすぐに立ち，頭を上げなさい。あなたたちの救出が近づいているからです」。



^  （ペテ二 2:9） ですからエホバ*は，神への専心を示す人々をどのように試練から救い出すかを知っています。また，正しくない人々を処罰の日にどのように確実に滅ぼすかも知っています。

付録A5参照。


^  （詩 91:7-9） 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。

直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。


^ （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。


^ （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。  2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。  3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。  4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。  5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。  6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。  7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。  8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。  9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。
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36番の歌 心を守る



「従順な心」を育てる



「従順な心をお与えください」。列王第一 3:9




ポイント

エホバに心から従うにはどうしたらいいでしょうか。




 1. ほとんどの人がルールや法律に従うのはどうしてですか。


あなたの答え



この世界の人たちは，みんなに見られてるからとか，捕まりたくないからという理由で，ルールとか法律を守っています。イエスの時代の宗教指導者たちもそうでした。周りの人によく思われたいという気持ちから，律法に従っていました。（マタ 23:5）でも私たちは，エホバの言う通りにするとたくさんのメリットがあると分かっているので従います。（イザ 48:17，18）でも，もっと大事な理由があります。何でしょうか。

 2. エホバに従う一番の理由は何ですか。


あなたの答え



2 やっぱり一番は，エホバが大好きで愛してるからですよね。（マタ 22:37，38）エホバへの愛でいっぱいの心があれば，どんな時もエホバの言っている通りにしようと思います。（ロマ 6:17）たとえ誰も見ていなくても，自分にメリットがないように思える時もです。でも，けっこう難しいですよね。私たちの心って，あまり信用できないからです。でも，エホバに心から従うことはできます。聖書には，形だけエホバに従ったイスラエル人の悪い例と，心から従ったエホシャファトの良い例が載っています。1つずつ見ていきましょう。

従ったのに反逆していた人たち

 3. イスラエル人がエホバの言う通りにするのは簡単ではありませんでした。どうしてですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



3 イスラエル人がエジプトを脱出する前のことです。エホバはイスラエル人に不思議に思えるような指示を出しました。羊かヤギを殺して，血を家の扉に塗りなさいという指示です。（出 12:5，7）イスラエル人はちょっと従いにくいとか，これはどうなんだろうと思ったかもしれません。エジプト人は羊を神聖なものと見ていたからです。そのエジプトで羊を殺したりなんかしたら，どう思われるか分かりません。（出 8:25-27）それでもイスラエル人は「エホバが……命じた通りに」しました。（出 12:28）結果，扉に血が付いている家の長男は守られました。



[image: イスラエル人の父親が家の玄関に血を塗っている。息子はランプを持っている。ほかのイスラエル人たちも同じようにしている。]

イスラエル人はエジプト人を怒らせてしまうとしても，エホバに従った。（3節を参照）







 4. エホバはエジプトを出たイスラエル人にどんな不思議な指示を出しましたか。


あなたの答え



4 その後，イスラエル人はエジプトを脱出します。エホバは最初，イスラエル人を紅海の北の方に誘導します。でもここで，また不思議なことを言います。南に下って，紅海と山の間にテントを張るようにと言いました。もしエジプト人が後を追い掛けてきたとしたら，逃げ場がありません。でも，イスラエル人はその指示に従いました。（出 14:1-4）その後，恐れていたことが起きます。エジプト人たちが追い掛けてきました。それを見たイスラエル人はビビってしまい，殺す気なのかとモーセに文句を言い始めます。（出 14:5-11）指示に従ってはいましたが，そのことを後悔し始めたわけです。どうしてそうなってしまったんでしょうか。エホバはそのことをどう思ったでしょうか。

 5. イスラエル人はどんな大事なことをしませんでしたか。（詩編 106:7と脚注）


あなたの答え



5 イスラエル人は「[エホバ]の素晴らしい行いを認め」ず，エホバの揺るぎない愛を「思い出」しませんでした。（詩編 106:7と脚注を読む。）みんな，自分たちの長男をエホバが助けてくれたことをその目で見ていました。でも，「ああやって守ってくれたエホバなら，今回も必ず助けてくれるはずだ」とはなりませんでした。とりあえずモーセに付いていきましたが，心から従っていたわけではありません。それでエホバから「紅海のそばで反逆した」と思われてしまいました。結局，紅海を渡ったイスラエル人たちは約束の地に入れませんでした。（詩 106:21，24-26）このことからどんなことを学べるでしょうか。

イスラエル人の悪い例から学べること

 6. 心から従っていればどうなれますか。（エレミヤ 23:4）


あなたの答え



6 ここから私たちも大事なことを考えさせられます。自分はどうして，どんな姿勢でエホバやエホバが選んだ人に従っているんだろうかということです。イスラエル人は，指示のメリットや理由がはっきり分かる時は従いました。例えば，長男を守ってもらうには戸口に血を振り掛けなければいけないと分かっていたので従いました。また，エジプトを脱出する時に「エホバはエジプト人が民に好意を示すようにし」ました。（出 12:36）周りの人から悪く思われなかったので，従いやすかったはずです。イスラエル人は従っていましたが，心はこもっていなかったので，ピンチになった時，後悔しエホバに文句を言い出しました。（出 14:10-12）自分はどうだろうかと考えさせられます。エホバとエホバが選んだ人たちを心から信じて，しっかり付いていくことが大切です。（エレミヤ 23:4を読む。）もちろん，指示のメリットがすぐには分からない時や，指示通りにするとエホバを嫌う人たちからよく思われないということもあり得ます。そんな時こそ，心から従う姿勢を持ちたいと思います。じゃあ，どうしたらいいでしょうか。

 7. エホバへの愛を深めると指示に従いやすくなります。どうしてですか。


あなたの答え



7 エホバをもっと好きになる。私たちは，エホバの言われることにいつも心から従いたいと思います。でも時に，指示に従うメリットが分かりにくかったり，周りの人によく思われなかったりすることがあります。そういう時，エホバの言う通りにするのを難しく感じます。思い出したいのは，自分はエホバのことが大好きで，信頼しているんだということです。（ヨハ一 5:3）そういう気持ちがあれば，すぐにいい結果にならなくてもエホバを信じて従えます。（伝 7:8。ミカ 7:7）

 8. この節に出てくる兄弟姉妹のどんなところに見習いたいですか。


あなたの答え



8 現代でも，エホバの言う通りにしていい結果になった例はたくさんあります。例えばコロナが始まった時，統治体はオンラインで集会を開くようにという指示を出しました。ペルーのある長老は，最初こんなふうに感じました。「自分たちの住んでる地域では，この指示はあまり意味がないんじゃないか」。でもエホバを信じて指示通りにしました。（格 3:5，6）その結果，どうなったでしょうか。兄弟はこう言っています。「エホバの言う通りにして本当に良かったです。会衆のみんな，前よりもっと仲良くなって雰囲気も良くなりました」。また，2020年には外国語会衆やグループの大きな編成や調整がありました。日本のある姉妹のグループも閉鎖になりました。姉妹はこう言っています。「ネガティブなことを言わないようにしました。エホバがこっちの方向だと言っているんだから，この先きっといいことがあるはずだ。信じて待とう。そう思いました」。

 9. 反対に備えて，今のうちからどんなことができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



9 反対に向けて準備しておく。どんな時も伝道に打ち込むことでそうできます。これは今とても大切なことです。世界の多くの場所では，比較的自由に伝道ができます。でも，私たちが伝える良い知らせの中には，この悪い世界がもうすぐ終わるというメッセージが含まれています。私たちはこの知らせをハルマゲドンが始まる直前まで伝え続けることになります。（マタ 24:14）大患難が始まってからは，メッセージの内容はもっともっと直球ではっきりしたものになっていくはずです。聞く人は神の王国を受け入れるかどうかを突き付けられることになります。エホバを嫌う人にとっては，「甚大な被害」をもたらすかのような重いメッセージです。* （啓 16:21）私たちに反対してくる人たちもいるはずです。ファラオが紅海で怒り狂ったのと同じです。それで，今のうちから，誰に何と言われても伝道に打ち込むようにしましょう。そうしていれば，将来反対されてもぶれずに伝道を続けられます。



[image: 夫婦が家を訪問した後，穏やかな雰囲気で立ち去っている。家の人は怒っている。]

今頑張って伝道していれば，将来反対されてもくじけずに続けられる。（9節を参照）







心から従ったエホシャファトに見習う

10. 3つの国が攻めてきた時，エホシャファトはどう感じましたか。


あなたの答え



10 聖書には，エホバに心から従ったたくさんの人たちのエピソードも載せられています。そのうちの1人が，ユダの王エホシャファトです。ある時，3つの国が団結してユダを攻めてきました。それを聞いたエホシャファトはとても怖くなります。（代二 20:1-3）でも，ビビって何もしなかったわけではありません。エホバを信頼して指示に従いました。どんなふうにでしょうか。私たちはどうやって見習えるでしょうか。

11. エホシャファトはビクビクした時どんなことをしましたか。（歴代第二 20:5，6，10-12）


あなたの答え



11 どんな時もエホバに頼って従う。エホシャファトはビクビクしていた時，「エホバに導きを求めると固く決め」ました。（代二 20:3）それまでも，エホシャファトは何度もエホバの言う通りにしてきました。（代二 19:3）でもこの時，エホバに頼って従おうというエホシャファトの気持ちはさらに強くなりました。それから，エホバに心を込めて祈りました。（歴代第二 20:5，6，10-12を読む。）私たちもこのエホシャファトの姿勢に見習いたいと思います。ストレスがかかってどうしていいか分からなくなる時も，エホバの言う通りにするという決意を持ちましょう。エホバは今の自分にどうしてほしいと思っているのかをつかむために，聖書をよく勉強し，祈ってエホバに導いてもらうことも大切です。（詩 119:112）

12. エホバに従おうという気持ちを強くするために，どんなことができますか。


あなたの答え



12 聖書をもっと勉強する。エホシャファトの祈りから，エホシャファトはエホバについてよく知っていたことが分かります。エホバがアブラハムにどんな約束をして，どうやって守ってきたかを知っていました。（創 12:7）さらに，ソロモンが神殿を建てた時の祈りもよく知っていました。エホシャファトの祈りとソロモンの祈りがよく似ていることから分かります。（代二 6:28-30; 20:5-9）エホシャファトはエホバのことをよく知っていたので，怖くても頼ろうと思えました。私たちも聖書をよく学んで，知識を取り入れるようにしましょう。（マタ 13:52）そんなふうにすると，エホバをもっと信頼できるようになり，難しい時にもエホバに従おうという気持ちが強まります。

13. 謙虚だとエホバに従いやすくなります。どうしてですか。


あなたの答え



13 謙虚な人でいる。この時の祈りから，エホシャファトがどれほど謙虚だったかが伝わってきます。絶体絶命のピンチに追い込まれた時，自分の力でなんとかしようとするのではなく，謙虚な姿勢でエホバに頼りました。ユダには神からの助けがどうしても必要だということを，みんなの前で認めました。（代二 20:12）そういう謙虚な姿勢があったからこそ，エホバからの指示をありがたく受け止めることができたはずです。私たちもエホシャファトのように謙虚な人でいたいですね。そうすれば，どんな時もエホバに心から従いやすくなります。（フィリ 2:5，8）

14. エホシャファトは，エホバからの指示に前のめりな姿勢で従いました。どうしてそう言えますか。


あなたの答え



14 背中で語る。エホバは預言者ヤハジエルを通して不思議な指示を出しました。「しっかり立ち，じっととどまって，あなたたちのためのエホバの救いを見なさい」。つまり，戦う必要はないわけです。その指示を聞いたエホシャファトは「すぐにひれ伏し」ました。そして，それを見ていたイスラエル人も「ひれ伏してエホバを崇拝し」ます。次の日にも，エホシャファトはみんなに「エホバ神[と]預言者たちを信じなさい」と言って励ましました。（代二 20:14-20）

15. エホシャファトはエホバを心から信じていました。どんなことからそれが分かりますか。


あなたの答え



15 その後エホシャファトは「民と相談し」て，歌を歌う人たちを選びます。そして，その人たちが「武装した人たちの前を行」くよう指示します。（代二 20:21）そうやって，エホバに頼るとはどういうことかを背中で教えました。その姿を見た人たちは力づけられたはずです。自分もエホシャファトのようにエホバのことを信じて頼ろうって思えたでしょうね。それからエホバは敵たちが同士討ちするようにして，イスラエル人を完璧に守りました。（代二 20:22-24）

16. 長老や親はどんなふうにエホシャファトに見習えますか。（列王第一 3:9）（写真も参照。）


あなたの答え



16 長老や親，エホバから何かの責任を任されている人たちにとって，どういう姿勢で従うかはとても大切です。皆さんがエホバに心から従うと，周りの人たちも同じようにしたいという気持ちになるからです。若い頃のソロモンは良いお手本です。ソロモンはエホバに従順な心をくださいとお願いしました。それは自分にとってメリットがあるからというよりも，国民をエホバのやり方で裁きたい，愛情深くお世話していきたいと思っていたからです。（列王第一 3:9を読む。）エホシャファトからも学べます。ピンチに追い込まれた時，謙虚に預言者の指示に従いました。何かを決める時は周りの人たちに相談しました。そして，エホバを信じるとはどういうことかを背中で教えました。長老たちにとって，とても良いお手本です。長老は会衆全体に影響するようなことを決める前に，必ず聖書や資料をよく調べ，ほかの長老たちに相談するようにします。（格 15:22）何かが決まったら，先頭に立ってその決定をサポートします。これは親にとっても大切なことです。子供は親がどういう姿勢でエホバに従っているかをよく見ているからです。（格 1:8; 14:1）



[image: 長老たちが，「ものみの塔」2024年8月号の「長老の皆さん，罪を犯した人に愛を込めて憐れみ深く接してください」という記事を使って，話し合っている。]

長老たちが意識したいこと。聖書と資料をよく調べ，ほかの長老と相談する。（16節を参照）







17. 今，エホバに心から従うことは大切です。どうしてですか。


あなたの答え



17 この先，私たちは意味不明と思えるような指示を受けるかもしれません。でも，びっくりしなくて大丈夫です。そういう指示は，誰よりも賢く私たちのはるか上をいくエホバから来ているからです。（イザ 55:9）エホバは昔と同じように，現代でも目に見える人を使って指示を出します。統治体や長老たちを通して導いています。それで，これからも何があってもエホバを信じて心から従っていきましょう。形だけ従うというのではありません。そうしていれば，エホバは必ず私たちを守り，世話してくれます。



振り返ってみましょう


	  イスラエル人の悪い例からどんなことを学べますか。


あなたの答え
 




	  エホシャファトはエホバに心から従いました。どんなことから分かりますか。


あなたの答え
 




	  どんなふうにエホシャファトに見習えますか。


あなたの答え
 











88番の歌 あなたの道を教えてください



^  「ものみの塔」2025年8月号の「読者からの質問」を参照。






^ （王一 3:9） それで，あなたの民を裁くため，善悪を識別できるよう，従順な心をお与えください。そうでないと，この膨大な数の*あなたの民を裁くことなどできません」。

もしかすると，「この難しい」。


^  （マタ 23:5） 行うことは全て，人に見せるためにしています。お守りとして身に着ける聖句箱を大きくし，服の裾の飾りを長くしています。



^  （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^  （マタ 22:37， 38） イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。



^  （ロマ 6:17） 神に感謝すべきことに，かつて罪の奴隷だった皆さんは，今では神から与えられた教えの型に心から従順になりました。



^  （出 12:5） 羊は傷のない1歳の雄であるべきである。羊の代わりにヤギでもよい。



^  （出 12:7） そしてその血をいくらか取り，羊を食べる家の戸口の2本の柱と上部の横木に，血を付けなければならない。



^  （出 8:25-27） やがてファラオはモーセとアロンを呼んで，言った。「さあ，この土地でおまえたちの神に犠牲を捧げよ」。 26 しかしモーセは言った。「それは良くありません。私たちは，エジプト人にとって忌まわしいものをエホバ神に犠牲として捧げるからです。目の前で忌まわしいものを犠牲として捧げたりしたら，エジプト人は私たちを石打ちにするのではないでしょうか。 27 私たちは神に言われた通り，荒野へ3日の旅をしてエホバ神に犠牲を捧げます」。



^  （出 12:28） イスラエル人は行って，エホバがモーセとアロンに命じた通りにした。まさにその通りにした。



^  （出 14:1-4） エホバはモーセに言った。 2 「イスラエル人に告げなさい。引き返して，ミグドルと海の間，ピハヒロトの手前に宿営を張るように，と。バアル･ツェフォンが見える所，海辺に宿営を張る。 3 その時，ファラオはイスラエル人についてこう言う。『彼らは道に迷っている。荒野から出られなくなっているのだ』。 4 私はファラオが強情になるままにし，ファラオは民の後を追う。私はファラオとその全軍を打ち負かして自分に栄光をもたらす。エジプト人は，私がエホバであることを必ず知る」。それでイスラエル人はその通りにした。



^  （出 14:5-11） その後，民が急いで去ったことがエジプトの王に報告された。すぐにファラオと家来たちはその民について考えを変え，こう言った。「われわれはどうしてこんなことをしたのか。イスラエル人を奴隷労働から解放してしまうとは」。 6 ファラオは戦車を用意させ，戦士たちを集めた。 7 そして，特別の兵車600両とエジプトの他の全ての兵車を集め，それぞれに戦士たちを乗らせた。 8 こうして，エホバはエジプトの王ファラオが強情になるままにし，ファラオはイスラエル人の後を追った。イスラエル人は意気揚々と*出ていった。 9 エジプト人は後を追い，ファラオの全ての馬と兵車，騎兵と歩兵たちは，バアル･ツェフォンが見える所，ピハヒロトのそばの海辺で宿営しているイスラエル人に追い付いた。 10 ファラオが近くまで来た時，イスラエル人は目を上げ，エジプト人が追ってきているのを見た。イスラエル人はおびえ，エホバに向かって叫びだした。 11 そしてモーセに言った。「エジプトに葬る場所がないので，荒野で死なせるために私たちをここに連れてきたのですか。何ということをしてくれたのです。どうして私たちをエジプトから連れ出したりしたのですか。

直訳，「手を高く掲げて」。


^ （詩 106:7） エジプトにいた父祖たちは，あなたの素晴らしい行いを認め*なかった。 あなたが豊かに示した揺るぎない愛を思い出さず， 海で，紅海のそばで反逆した。

または，「の意味を理解し」。


^  （詩 106:7） エジプトにいた父祖たちは，あなたの素晴らしい行いを認め*なかった。 あなたが豊かに示した揺るぎない愛を思い出さず， 海で，紅海のそばで反逆した。

または，「の意味を理解し」。


^  （詩 106:21） 父祖たちは救い主である神を忘れた。 エジプトで偉大なことを行った神を。



^  （詩 106:24-26） 父祖たちは魅力的な土地の価値を認めなかった。 神の約束に信仰を持たなかった。 25 天幕の中で不満をつぶやき続け， エホバの声を聞かなかった。 26 それで，神は彼らに関して手を挙げて誓った。 荒野で彼らを滅ぼすと。



^ （エレ 23:4） そして私は，彼らをしっかり世話する牧者たちを立てる。彼らはもはや恐れることもおびえることもなくなり，誰も失われない」と，エホバは宣言する。



^  （出 12:36） エホバはエジプト人が民に好意を示すようにし，エジプト人は民が求める物を与えた。こうして民はエジプト人から奪い取った。



^  （出 14:10-12） ファラオが近くまで来た時，イスラエル人は目を上げ，エジプト人が追ってきているのを見た。イスラエル人はおびえ，エホバに向かって叫びだした。 11 そしてモーセに言った。「エジプトに葬る場所がないので，荒野で死なせるために私たちをここに連れてきたのですか。何ということをしてくれたのです。どうして私たちをエジプトから連れ出したりしたのですか。 12 エジプトで，『私たちのことは放っておいて，このままエジプト人に仕えさせてほしい』とあなたに言ったではありませんか。荒野で死ぬよりエジプト人に仕えている方がましです」。



^  （エレ 23:4） そして私は，彼らをしっかり世話する牧者たちを立てる。彼らはもはや恐れることもおびえることもなくなり，誰も失われない」と，エホバは宣言する。



^  （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^  （伝 7:8） 事の終わりはその始めよりも優れている。辛抱強いことは傲慢であることよりも優れている。



^  （ミカ 7:7） しかし私はエホバに目を向け続ける。 私の救いの神を辛抱強く待つ。 私の神は聞いてくださる。



^  （格 3:5， 6） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

直訳，「理解」。


^  （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^  （啓 16:21） さらに，重さ20キロほどの大きなひょうが天から人々の上に降り，人々はひょうの災厄のゆえに神を冒瀆した。その災厄が甚大な被害をもたらしたからである。



^  （代二 20:1-3） その後，モアブ人とアンモン人が，アモニム*の一部と共に，エホシャファトと戦おうとしてやって来た。 2 エホシャファトにこう報告があった。「海*の地方から，エドムから，大軍があなたを攻めに来ています。彼らはハザゾン･タマル，つまりエン･ゲディにいます」。 3 エホシャファトは恐れ，エホバに導きを求めると固く決めた*。それで彼はユダ全体に断食を呼び掛けた。

もしかすると，「メウニ人」。
死海のことと考えられる。
直訳，「ようと顔を向けた」。


^ （代二 20:5， 6） エホシャファトはエホバの家の新しい庭の前で，ユダとエルサレムの会衆の中に立ち， 6 こう言った。 「私たちの父祖の神エホバ，あなたは天におられる神で，全ての国を治めておられるのではないでしょうか。あなたの手には力と強さがあり，誰もあなたに立ち向かえません。



^ （代二 20:10-12） 今，アンモン，モアブ，セイルの山地の人たちがいます。彼らの土地を侵略することを，あなたは，エジプトから出てきたイスラエルにお許しにはなりませんでした。イスラエルは彼らの所から去り，滅ぼすことはしませんでした。 11 それにもかかわらず，彼らは私たちを追い出そうとして，あなたから私たちが授かったあなたの土地に入り，恩をあだで返そうとしています。 12 私たちの神，あなたは彼らを処罰してくださらないのですか。向かってくるこの大軍を前にして，私たちは無力です。どうしたらよいか分かりません。私たちはただあなたを見つめます」。



^  （代二 20:3） エホシャファトは恐れ，エホバに導きを求めると固く決めた*。それで彼はユダ全体に断食を呼び掛けた。

直訳，「ようと顔を向けた」。


^  （代二 19:3） それでも，あなたに良い点があります。この国から聖木を取り除き，真の神に仕えようと心を整えた*からです」。

または，「決めた」。


^  （代二 20:5， 6） エホシャファトはエホバの家の新しい庭の前で，ユダとエルサレムの会衆の中に立ち， 6 こう言った。 「私たちの父祖の神エホバ，あなたは天におられる神で，全ての国を治めておられるのではないでしょうか。あなたの手には力と強さがあり，誰もあなたに立ち向かえません。



^  （代二 20:10-12） 今，アンモン，モアブ，セイルの山地の人たちがいます。彼らの土地を侵略することを，あなたは，エジプトから出てきたイスラエルにお許しにはなりませんでした。イスラエルは彼らの所から去り，滅ぼすことはしませんでした。 11 それにもかかわらず，彼らは私たちを追い出そうとして，あなたから私たちが授かったあなたの土地に入り，恩をあだで返そうとしています。 12 私たちの神，あなたは彼らを処罰してくださらないのですか。向かってくるこの大軍を前にして，私たちは無力です。どうしたらよいか分かりません。私たちはただあなたを見つめます」。



^  （詩 119:112） 私は決意を固めた。 どんな時も最後まであなたの規定に従うと。



^  （創 12:7） エホバがアブラムに現れて，こう言った。「私はこの地方をあなたの子孫*に与えよう」。それでアブラムは，自分に現れたエホバのためにそこに祭壇を作った。

直訳，「種」。


^  （代二 6:28-30） この国に飢饉や疫病，立ち枯れや病害，バッタの大群が発生したり，この国のいずれかの町が敵に包囲されたり，ほかの何らかの災厄や病気が生じたりした場合， 29 誰かがあるいはイスラエルの民の皆が苦しみや痛みを覚え，この家に向かって両手を広げて祈るなら，どの祈りも恵みを求めるどの願いも， 30 あなたが，住まいである天からお聞きになり，許し，それぞれの歩みに応じた報いをお与えになりますように。あなたは一人一人の心をご存じだからです。あなただけが人の心を知っておられます。



^  （代二 20:5-9） エホシャファトはエホバの家の新しい庭の前で，ユダとエルサレムの会衆の中に立ち， 6 こう言った。 「私たちの父祖の神エホバ，あなたは天におられる神で，全ての国を治めておられるのではないでしょうか。あなたの手には力と強さがあり，誰もあなたに立ち向かえません。 7 私たちの神よ，あなたはこの地方の住民をご自分の民イスラエルの前から追い払い，ここをあなたの友アブラハムの子孫に与え，ずっとその子孫のものとなるようにしてくださったのではないでしょうか。 8 彼らはここに住み，あなたのため，あなたの名のために聖なる所を建てて，こう言いました。 9 『あなたの名がこの家にあるので，私たちは，剣，処罰，疫病，飢饉といった災難を被った時，この家の前，あなたの前に立ち，苦難から助け出してくださるようあなたに呼び掛けます。あなたが聞いて救ってくださいますように』。



^  （マタ 13:52） イエスは言った。「では次のことを覚えておきなさい。天の王国について教えられた教師は皆，宝物庫から新しい物と古い物を取り出す家の主人のようです」。



^  （代二 20:12） 私たちの神，あなたは彼らを処罰してくださらないのですか。向かってくるこの大軍を前にして，私たちは無力です。どうしたらよいか分かりません。私たちはただあなたを見つめます」。



^  （フィリ 2:5） キリスト･イエスと同じ考え方をしてください。



^  （フィリ 2:8） その上，人として来た時，謙遜さを示し，死に至るまで従順でした*。苦しみの杭に掛けられて死ぬことを受け入れたのです。

または，「になりました」。


^  （代二 20:14-20） 会衆の中で，ヤハジエルがエホバの聖なる力を受けた。彼は，アサフの子孫であるレビ族マタヌヤの子エイエルの子ベナヤの子ゼカリヤの子である。 15 彼は言った。「ユダの全ての人，エルサレムの住民，エホシャファト王よ，よく聞いてください。エホバは皆さんにこう言っています。『この大軍のことで恐れたりおびえたりしてはならない。これはあなたたちの戦いではなく神の戦いである。 16 明日，彼らに向かっていきなさい。彼らはツィツの山道を通ってやって来る。あなたたちはエルエルの荒野の前の谷*の端で彼らを見つける。 17 あなたたちが戦う必要はない。しっかり立ち，じっととどまって，あなたたちのためのエホバの救い*を見なさい。ユダとエルサレムよ，恐れたりおびえたりしてはならない。明日，彼らに向かっていきなさい。私エホバがあなたたちと共にいる』」。 18 エホシャファトはすぐにひれ伏した。ユダ全体とエルサレムの住民も，エホバの前でひれ伏してエホバを崇拝した。 19 そして，レビ族であるコハト氏族とコラ氏族の子孫たちが立ち上がり，とても大きな声でイスラエルの神エホバを賛美した。 20 翌朝，彼らは早く起きて，テコアの荒野に出ていった。彼らが出ていく時，エホシャファトは立ち上がって言った。「ユダとエルサレムの住民たち，聞きなさい。エホバ神を信じなさい。そうすれば動じないでいられ*ます。神の預言者たちを信じなさい。そうすれば全てうまくいきます」。

または，「ワジ」。
または，「エホバがあなたたちをどのように救うか」。
または，「耐えられ」，「生き延びられ」。


^  （代二 20:21） エホシャファトは民と相談した後，エホバに向かって歌う人たちを任命した。聖なる装いをして賛美を捧げる人たちである。彼らは武装した人たちの前を行き，「エホバに感謝せよ。神の揺るぎない愛は永遠に続く」と言った。



^  （代二 20:22-24） その人たちが喜びながら歌って賛美し始めると，エホバはユダに侵入してきたアンモン，モアブ，セイルの山地の人たちの不意を打った。それで彼らは討ち合った。 23 アンモン人とモアブ人はセイルの山地の住民の方を向いて攻め，滅ぼし尽くした。セイルの住民を全滅させると，今度は互いに討ち合った。 24 ユダが荒野の見張り台*の所に来て，軍勢の方を見ると，辺り一面に死体があり，誰一人生き残っていなかった。

または，「物見の塔」。


^ （王一 3:9） それで，あなたの民を裁くため，善悪を識別できるよう，従順な心をお与えください。そうでないと，この膨大な数の*あなたの民を裁くことなどできません」。

もしかすると，「この難しい」。


^  （王一 3:9） それで，あなたの民を裁くため，善悪を識別できるよう，従順な心をお与えください。そうでないと，この膨大な数の*あなたの民を裁くことなどできません」。

もしかすると，「この難しい」。


^  （格 15:22） 相談*しないと計画は失敗し， 助言者が多ければ達成される。

または，「内密の話し合いを」。


^  （格 1:8） わが子よ，父のしつけ*を受け入れ*なさい。 母の教え*を捨ててはならない。

または，「訓練」。
直訳，「聞き」。
または，「律法」。


^  （格 14:1） 本当に賢い女性は自分の家庭を築き上げ， 愚かな女性は自分の手で家庭を破壊する。



^  （イザ 55:9） 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。
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84番の歌 人々の力になろう



「あらゆる言語」の人に良い知らせを伝える



「あらゆる言語の国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服をつかむ」。ゼカリヤ 8:23




ポイント

ゼカリヤ 8章23節の預言は今どう実現しているでしょうか。私たちはそこにどう関わっているでしょうか。




 1. いろんな言語で伝道するのはとても大事なことです。どうしてですか。（ローマ 10:13，14）


あなたの答え



エホバは激怒しました。人々がバベルの塔を建設し，神に逆らおうとしていたからです。その計画を中断させるためにエホバは言語をばらばらにし，結果，人々は散り散りになっていきます。（創 11:6-9）こうして言語が分かれたとはいえ，エホバは当初の考えを変えませんでした。「全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た……大群衆」を，新しい世界に連れていくというプランです。（啓 7:9，10，14）当然，大群衆はそれぞれ話す言語が違いますが，みんな心を一つにしてエホバの名を呼んでいます。つまり，エホバを心から信じて頼っているということです。大患難の間もそれは変わりません。みんな自分の分かる言語で聖書を学んでいるからです。（ローマ 10:13，14を読む。）こうして考えると，私たちがいろんな言語でいろんな人に良い知らせを伝える大切さが分かります。

 2. ゼカリヤはどんなことを預言しましたか。


あなたの答え



2 エホバはゼカリヤにこう預言させました。「多くの国の人々がエホバのもとに来て，私の民となる」。（ゼカ 2:11）続いてこうも言っています。「大軍を率いるエホバはこう言う。『その時，あらゆる言語の国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服を……しっかりつかんで，「あなたたちと一緒に行かせてほしい。神があなたたちと共にいる，と聞いたからだ」と言う』」。（ゼカ 8:23）この預言は現代に実現していて，実は私たちもそこに一役買っています。どういうことか調べていきましょう。

「10人の人」に届けるために

 3. 「ユダヤ人」と「10人の人」は，何を表していますか。


あなたの答え



3 ゼカリヤの聖句に出てきた「ユダヤ人」と「10人の人」とは，それぞれ誰のことでしょうか。「ユダヤ人」とは，天に行くよう聖なる力で選ばれたクリスチャンのことです。「神のイスラエル」とも呼ばれていて，この人たちはやがて天でイエスと一緒に統治することになります。（ガラ 6:16。ヘブ 3:1）「10人の人」は，地球でいつまでも暮らすという希望を持っている人たちです。その中には，生まれた国も話す言語も違うたくさんの人たちがいます。

 4. 「忠実で思慮深い奴隷」が任命されてから，どんな発展がありましたか。


あなたの答え



4 1919年にイエスは「忠実で思慮深い奴隷」を任命しました。（マタ 24:45）奴隷たちは，良い知らせを伝えるために，いろんな言語に翻訳しなければいけないと分かっていました。実際，すでに「創造の写真劇」が幾つかの言語に翻訳されていました。また，1921年に発行された「神の立琴」という本は36の言語に翻訳されました。でも1935年に，「大群衆」とは世界中のいろんな言語の人たちだということがはっきり分かりました。ということは，翻訳にもっともっと力を入れていかないといけません。こういう20世紀初頭のいろんな出来事によって，ゼカリヤの預言が大々的に実現していく舞台が整いました。

「喜んで自分を差し出す」兄弟姉妹

5-6. 今，イザヤ 2章2-4節の預言通りになっています。どんなことからそう言えますか。（写真と挿絵も参照。）


あなたの答え



5 私たちが頑張って伝道しているので，世界中の真っすぐな心を持つ人たちがエホバを知るようになっています。（イザヤ 2:2-4を読む。）もっともっとそういう人たちを見つけて，エホバとの友情を深められるようにサポートしたいと思います。そのために兄弟姉妹は「喜んで自分を差し出」しています。（詩 68:11; 110:3）みんな熱い気持ちで伝道しています。さらに，聖書や資料を翻訳したり印刷したり世界中の国に発送したりしています。jw.orgやJW Library®に関係した仕事をしている兄弟姉妹もいます。全ては，いろんな言語で良い知らせを伝えるためです。

6 忠実で思慮深い奴隷の取り組みのおかげで，世界の多くの人が母語で聖書を学び，信仰を強められるようになっています。このことに感謝したいと思いませんか。そうする1つの方法は寄付をすることです。今，1100以上の言語で聖書をベースにした資料が手に入るようになっているのは，世界中の兄弟姉妹の寄付のおかげです。その結果，毎年何十万もの人がエホバとの絆を強くし，バプテスマを受けています。



[image: 世界中のエホバの証人の活動の様子。1. エホバが王座に座っていて，天使が地球の周りを飛んでいる。2. 会議をしている統治体のシルエット。3. 翻訳チーム。4. 兄弟が，印刷された「いつまでも幸せに暮らせます」の本をチェックしている。5. 兄弟と姉妹が伝道している。女性に手話のビデオを見せている。6. JW Libraryが表示されているスマートフォン。]

忠実で思慮深い奴隷は，信仰を強める教材をたくさん準備してくれている。世界中のいろんな言語を話す人たちが恩恵を受けている。（5-6節を参照）







 7. 啓示 14章6節の預言がその通りになっているのを見ると，どんな気持ちになりますか。


あなたの答え



7 私たちには，言語の壁を越えるためのいろんなツールがあります。そういうものを使って，天使たちと協力して「あらゆる国や民族や言語や種族の人々に……永遠の良い知らせ」を伝えています。（啓示 14:6を読む。）そうやって，ゼカリヤとヨハネの預言が今まさにその通りになっています。そう思うと，聖書の預言はやっぱり信頼できる，と思いませんか。また，エホバが良い知らせを伝えるために使っている，世界で1つのグループにこれからもしっかり付いていこう，という気持ちにもなります。

今でも奇跡が起きている

 8. エホバは西暦33年のペンテコステの日，バベルの塔で起きたのとは真逆のことをしました。どんなことですか。


あなたの答え



8 西暦33年のペンテコステの日に，エホバは驚くような奇跡を起こします。イエスの弟子たちが突然，外国語を話せるようになったんです。そうやってバベルの塔で起こしたのとは真逆のことをしました。（使徒 2:4-10）エホバがそうしたのはどうしてでしょうか。世界のいろんな所から来ていたエホバを真っすぐに愛する人たちに，「神の偉大な働き」を母語で知ってもらいたい，と思ったからです。（使徒 2:11）現代の私たちも世界中の人たちに伝道できています。それは，たくさんの言語に翻訳された，聖書をベースにした教材があるからです。

 9. 世界中の人に良い知らせを伝えられるよう，どんなものが準備されていますか。


あなたの答え



9 良い知らせを自分の言語で聞くことには大きなメリットがあります。例えで考えてみましょう。ある人が外国に行って，現地で体調を崩してしまったとします。病院に行きますが，お医者さんの言っていることが理解できないので，通訳を付けないといけません。そうしないと，良くなるために何をしたらいいのか，どんな治療を受けたらいいか分かりません。今，多くの人は神との強い絆を持てないで苦しんでいます。気持ちが落ちているという人も少なくありません。いわば病気のような状態です。自分の分かる言語で聖書のメッセージに触れないと良くはなりません。そういうニーズに応えるために，たくさんの言語で聖書をベースにした教材が印刷版や電子版，動画の形で準備されています。

10-11. ロバート兄弟や「希望を見つけた難民の女性」の囲みに出てくるエピソードから，どんなことを学べますか。


あなたの答え



10 どんなふうに聖書をベースとした教材をうまく使えるでしょうか。英語を話すロバート兄弟はこんな経験をしました。兄弟は港で伝道していた時に，船で働いているトルコ人の男性に会いました。英語があまり話せないその男性に，トルコ語の「神からの良い知らせ」の冊子を手渡します。冊子をよく読み込んでいたので，トルコ語の冊子を使ってどこを読んでほしいか伝えられました。男性は世界の様子についていろいろ質問してくれました。兄弟はJW Libraryアプリでトルコ語の聖書を使ってその質問に答えました。男性はびっくりしてこう言いました。「トルコ語で話してもらえてるみたい」。ロバート兄弟はこう言っています。「結局，1時間ぐらい話しました。その間にみるみる聖書のことが好きになって，内容をたくさん吸収しているのを感じ取りました」。相手の分かる言語で聖書とかエホバについて話せるって，本当に素敵なことですね。

11 私たちはjw.orgを使って，冊子や記事を相手の言語に合わせて届けることができます。たったそれだけで，相手の心が動くかもしれません。あなたは外国の人に会った時のために，どんな準備ができると思いますか。



[image: 女性がモン語の「平和な新しい世での生活」のパンフレットを持っている。]



希望を見つけた難民の女性


アメリカに住むモン族のユアという女性は，苦しい日々を送っていました。英語が話せず，夫からは本を読むことを禁止されていました。「私の暮らしに幸福感とか穏やかさはありませんでした」。そう言っています。でもある時，エホバの証人の姉妹からモン語の「平和な新しい世での生活」のパンフレットをもらいます。そこに書かれている聖書に基づくメッセージがユアの心に響きました。明るい未来が待っていることに感動しました。夫に見つからないように，そのパンフレットを籠の中に隠して，繰り返し繰り返し読みました。やがてユアの娘の1人が聖書を勉強し，エホバの証人になりました。ユアは娘に連れられてモン語の集会に出席します。聖書レッスンが始まり，バプテスマを受けました。全てはモン語のあのパンフレットがきっかけでした。





国を超えてエホバの名前が広まる

12. 兄弟姉妹にとって「新世界訳聖書」はなくてはならないものです。どうしてですか。


あなたの答え



12 これまで長年にわたって，たくさんの人が聖書を翻訳してきました。* 神の言葉をいろんな言語の人に知ってほしいという一心で頑張ってきました。エホバの証人の「新世界訳聖書」は，ほかの聖書とは一線を画したものです。あるネパールの長老はこう言っています。「『新世界訳聖書』を読んで，エホバとの距離がぐっと縮まって，信仰も強くなりました」。今では300以上の言語で「新世界訳聖書」の全巻または一部が手に入ります。世界中のエホバの証人が同じ信条を持てているのは，分かりやすくて正確なその聖書のおかげでもあります。（コリ一 1:10）でも，「新世界訳聖書」の魅力はほかにもあるんです。

13. 今，ほとんどの聖書には神の名前が出てきません。どうしてですか。


あなたの答え



13 「新世界訳聖書」は，エホバという神の名前を載せている数少ない聖書の1つです。終わりの時代が始まった約100年前は，神の名前が出てくる聖書はたくさんありました。特にヘブライ語聖書には，あるべき場所に神の名前が出てきていました。でもその後，神を代表すると言っているキリスト教の指導者たちが，神の名前を取り除いてきました。カトリック教会の使っている聖書や聖書関連の資料には，エホバという名前は見当たりません。* プロテスタントの多くの宗派も同じようにしています。でも，「新世界訳聖書」は，それとは真逆なスタンスを取っています。どの言語であっても，あるべき箇所に神の名前を復元しています。それが大切なことなのはどうしてでしょうか。

14. 聖書によると，神の名前を知って使うことは欠かせません。どうしてですか。


あなたの答え



14 聖書を読むと，エホバという名前を使うことが欠かせないと分かります。例えば詩編を書いた人は，「エホバの名を賛美せよ」と勧めました。（詩 135:1）イエスは，祈る時には「お名前が神聖なものとされますように」と言うよう教えました。自分で祈った時にも，「私はあなたのお名前を彼らに知らせました」と言いました。（マタ 6:9。ヨハ 17:26）使徒パウロも預言者ヨエルの言葉を引用して，「エホバの名を呼ぶ人は皆救われる」と書きました。（ロマ 10:13）神の名前を使うべきだということははっきりしています。でも，聖書に神の名前が載っていないとそれはできません。

15. エホバという名前を知っているのは素晴らしいことです。どうしてですか。


あなたの答え



15 世界中のエホバの証人はエホバという名前を知り，その名前を持つ神のことを大好きになり，頼るようになっています。（格 18:10。イザ 56:6）それは自分の言語で「新世界訳聖書」を読めているからです。

16. 今，エホバをよく知ることはとても大切です。どうしてですか。（ヨハネ 17:3）


あなたの答え



16 聖書によると，エホバはもうすぐ「全世界の王たち」と戦います。（啓 16:14）その時，エホバの名前を知って，心から従う人は守ってもらえます。（詩 9:10。ヨハネ 17:3を読む。「のことを知る」の注釈を参照。）では，エホバを知ることを嫌がる人たちはどうなるんでしょうか。エホバはこう言っています。「私は必ず自分があがめられるようにし，自分を神聖なものとし，多くの国の人々の目の前で自分について知らせる。彼らは私がエホバであることを知らなければならなくなる」。つまり，エホバのすごさを思い知らされるということです。（エゼ 38:23）そうやって考えると，今私たちがエホバの友達でいられるというのは本当にうれしいことですね。エホバの敵にならずに済みます。（マラ 3:16）

17. 私たちにはどんな大切な使命がありますか。


あなたの答え



17 ゼカリヤ 8章23節の預言の実現に私たちが一役買えているのは本当にうれしく，ありがたいことです。世界中の兄弟姉妹と肩を並べて，いろんな言語で伝道しています。天使たちとも協力しながら働いています。エホバはあらゆる国や民族や言語の人を助けられるように，いろんなツールを準備しています。そういうツールをぜひフル活用していきましょう。優しく温かいお父さんエホバについて，1人でも多くの人が知っていけるよう，ベストを尽くして助けたいものです。全ての人がエホバの名前をたたえるようになるその時まで，力いっぱい伝道に取り組んでいきましょう。（ルカ 11:2）



振り返ってみましょう


	  ゼカリヤ 8章23節の「ユダヤ人」と「10人の人」とは誰のことですか。


あなたの答え
 




	  世界中の人たちがエホバについて学べているのはどうしてですか。


あなたの答え
 




	  エホバの名前を知って使うのが大事なのはどうしてですか。


あなたの答え
 











57番の歌 あらゆる人に伝道する



^  聖書が最初に翻訳されたのは紀元前150年のことです。ギリシャ語セプトゥアギンタ訳として知られています。


^  2008年に教皇ベネディクト16世は，カトリックの礼拝や賛美歌や祈りの中で神の名前を「用いたり，発音したりしてはならない」と指示しました。「ものみの塔」1997年10月1日号の16-17ページ4-8節をご覧ください。






^ （ゼカ 8:23） 大軍を率いるエホバはこう言う。『その時，あらゆる言語の国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服*をつかむ。しっかりつかんで，「あなたたちと一緒に行かせてほしい。神があなたたちと共にいる，と聞いたからだ」と言う』」。

または，「服の端」。


^ （ゼカ 8:23） 大軍を率いるエホバはこう言う。『その時，あらゆる言語の国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服*をつかむ。しっかりつかんで，「あなたたちと一緒に行かせてほしい。神があなたたちと共にいる，と聞いたからだ」と言う』」。

または，「服の端」。


^ （ロマ 10:13， 14） 「エホバの名を呼ぶ人は皆救われる」のです。 14 しかし，信仰を持っていなければ，どうして呼び掛けられるでしょうか。また，聞いたことがなければ，どうして信仰を持てるでしょうか。また，伝道する人がいなければ，どうして聞けるでしょうか。



^  （創 11:6-9） エホバは言った。「彼らは1つの言語を話し，団結している。そして，このようなことをし始めた。今や彼らはしようと思ったことを何でもできる。 7 さあ，私たちは下っていき，言語を混乱させ，彼らが互いの言語を理解できないようにしよう」。 8 こうしてエホバは人々をそこから地上全体に散らした。人々は次第に町の建設をやめていった。 9 そこはバベル*と名付けられた。エホバがその場所で地上の人々の言語を混乱させたからである。エホバは人々をそこから地上全体に散らした。

意味，「混乱」。


^  （啓 7:9， 10） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。 10 そして大声でこう叫び続ける。「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。



^  （啓 7:14） それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。



^  （ロマ 10:13， 14） 「エホバの名を呼ぶ人は皆救われる」のです。 14 しかし，信仰を持っていなければ，どうして呼び掛けられるでしょうか。また，聞いたことがなければ，どうして信仰を持てるでしょうか。また，伝道する人がいなければ，どうして聞けるでしょうか。



^  （ゼカ 2:11） その日，多くの国の人々がエホバのもとに来て，私の民となる。私はあなたの中に住む』。あなたは，大軍を率いるエホバが私をあなたのもとに遣わしたことを知ります。



^  （ゼカ 8:23） 大軍を率いるエホバはこう言う。『その時，あらゆる言語の国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服*をつかむ。しっかりつかんで，「あなたたちと一緒に行かせてほしい。神があなたたちと共にいる，と聞いたからだ」と言う』」。

または，「服の端」。


^  （ガラ 6:16） この指針に従ってきちんと歩む人全てに，つまり神のイスラエルに，平和が与えられ，憐れみが示されますように。



^  （ヘブ 3:1） ですから，共に天に招かれている聖なる兄弟たち，使徒であり大祭司であると私たちが確信*しているイエスについて，よく考えてください。

または，「公言」。


^  （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。



^ （イザ 2:2-4） 最後の日々*に， エホバの家の山は， 山々の頂より高くしっかりと据えられ， どの丘よりも高くそびえる*。 全ての国の人々が流れのようにそこに向かう。  3 多くの人々が行って，こう言う。 「さあ，エホバの山に登ろう。 ヤコブの神の家に行こう。 神はご自分の道について教えてくださる。 私たちはその道を歩もう」。 律法*がシオンから， エホバの言葉がエルサレムから出る。  4 神は国々の中で裁きを下し， 多くの人々を正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「終わりの時代」。
または，「上に高められる」。
または，「指示」。
または，「人々に関して物事を正す」。


^  （イザ 2:2-4） 最後の日々*に， エホバの家の山は， 山々の頂より高くしっかりと据えられ， どの丘よりも高くそびえる*。 全ての国の人々が流れのようにそこに向かう。  3 多くの人々が行って，こう言う。 「さあ，エホバの山に登ろう。 ヤコブの神の家に行こう。 神はご自分の道について教えてくださる。 私たちはその道を歩もう」。 律法*がシオンから， エホバの言葉がエルサレムから出る。  4 神は国々の中で裁きを下し， 多くの人々を正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「終わりの時代」。
または，「上に高められる」。
または，「指示」。
または，「人々に関して物事を正す」。


^  （詩 68:11） エホバは命令を出す。 良い知らせを広める女性は大軍を成している。



^  （詩 110:3） あなたが軍勢を指揮する*日に，あなたの民は喜んで自分を差し出す。 あなたが率いる若者たちは神聖さで光り輝く。 夜明けに豊かに生じる露のよう。

または，「あなたの軍隊が集まる」。


^ （啓 14:6） また私は，別の天使が空高く*飛んでいるのを見た。その天使は，地上に住む人々，すなわち，あらゆる国や民族や言語や種族の人々に伝える，永遠の良い知らせを携えていた。

直訳，「中天を」。


^  （啓 14:6） また私は，別の天使が空高く*飛んでいるのを見た。その天使は，地上に住む人々，すなわち，あらゆる国や民族や言語や種族の人々に伝える，永遠の良い知らせを携えていた。

直訳，「中天を」。


^  （使徒 2:4-10） 皆が聖なる力に満たされ，さまざまな言語で話し始めた。聖なる力が，話せるようにしたのである。 5 この時，エルサレムには，神を畏れるユダヤ人が世界のあらゆる国から来ていた。 6 この音がした時，大勢の人が集まってきて，あっけに取られた。誰もが自分の言語で弟子たちが話すのを聞いたからである。 7 人々はすっかり驚いて，こう言った。「見なさい，話しているこの人たちは皆ガリラヤ人ではないか。 8 では，私たちがそれぞれ自分の母語を耳にしているのはどうしてか。 9 ここには，パルチア人，メディア人，エラム人，メソポタミアの住民や，ユダヤとカパドキア，ポントスとアジア州， 10 フリギアとパンフリア，エジプト，リビアの中でキレネに近い地方の住民，ローマから来て滞在している人がいる。ユダヤ人や改宗者だ。



^  （使徒 2:11） クレタ人，アラビア人もいる。その私たちが，神の偉大な働きについて彼らが私たちの言語で話すのを聞いているのだ」。



^  （コリ一 1:10） 兄弟たち，私たちの主イエス･キリストの名によって勧めます。皆さんが語る事柄は一致しているべきです。分裂があってはなりません。同じ思い，同じ考え方でしっかりと団結してください。



^  （詩 135:1） ヤハを賛美せよ*！ エホバの名を賛美せよ。 賛美せよ，エホバに仕える人たち，

または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。


^  （マタ 6:9） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。



^  （ヨハ 17:26） 私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます。あなたが私を愛してくださったように彼らが愛を示し*，私が彼らと結び付いているためです」。

直訳，「愛してくださった愛が彼らの内にあり」。


^  （ロマ 10:13） 「エホバの名を呼ぶ人は皆救われる」のです。



^  （格 18:10） エホバの名は強固な塔。 正しい人はその中に走り込んで保護される*。

直訳，「高く上げられる」。手が届かない，安全ということ。


^  （イザ 56:6） エホバに奉仕し，その名を愛し， 仕えるためにエホバのもとに来る外国人たち， 安息日を汚すことなく守り， 私の契約にしっかり従う人たち皆を，



^ （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。



^  （啓 16:14） それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。


^  （詩 9:10） あなたの名を知っている人はあなたに頼る。 エホバ，あなたはご自分に導きを求める人を決して見捨てない。



^  （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。



^  （エゼ 38:23） 私は必ず自分があがめられるようにし，自分を神聖なものとし，多くの国の人々の目の前で自分について知らせる。彼らは私がエホバであることを知らなければならなくなる』。



^  （マラ 3:16） その時，エホバを畏れる人たちが仲間と語り合っていた。エホバはじっと耳を傾けていた。エホバを畏れる人と神の名について思い巡らす*人のために，神の前で記録の書*が記された。

または，「考える」。もしかすると，「を大切にする」。
または，「覚えておくための書」。


^  （ゼカ 8:23） 大軍を率いるエホバはこう言う。『その時，あらゆる言語の国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服*をつかむ。しっかりつかんで，「あなたたちと一緒に行かせてほしい。神があなたたちと共にいる，と聞いたからだ」と言う』」。

または，「服の端」。


^  （ルカ 11:2） そこでイエスは言った。「祈るときにはいつでも，こう言いなさい。『父よ，お名前が神聖なものとされますように。あなたの王国が来ますように。



^ （ゼカ 8:23） 大軍を率いるエホバはこう言う。『その時，あらゆる言語の国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服*をつかむ。しっかりつかんで，「あなたたちと一緒に行かせてほしい。神があなたたちと共にいる，と聞いたからだ」と言う』」。

または，「服の端」。
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107番の歌 神の愛の模範



エホバの愛が詰まった祭司という贈り物



「人の中から選ばれる大祭司は皆，人のために神に奉仕するよう任命され……ます」。ヘブライ 5:1




ポイント

祭司というシステムについて学ぶと，エホバに引き付けられます。




 1. 私たちは助けてもらわなければいけません。どうしてですか。


あなたの答え



私たちはどうしても助けてもらわないといけません。そのことに気付いていない人も含め，みんなそうです。何からでしょうか。罪からです。私たちは罪だらけなので，自分の力でエホバに近づくことはできません。（エフェ 2:12。コロ 1:21）まるでエホバとの間に巨大で深い溝ができているような状態です。自分たちだけでそれを埋めることは到底できません。そういう状態のままだと，充実した意味のある人生を送ることはできません。明るい未来があることも知らないので，絶望感に襲われる毎日です。エホバはそういう私たちのことをなんとかして助けたいと思っています。どうやってでしょうか。

 2. この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



2 エホバはそんな罪にまみれた私たちを救うために，祭司というシステムを用意してくれました。それは古代イスラエルの人たち，またクリスチャン会衆のためでした。今の私たちのためでもあります。この記事では，次のようなことを考えます。古代のイスラエル人にとって，このシステムはどれほどありがたいものだったか。私たちは今，またこれからどんなふうに恩恵を受けられるか。祭司という存在から，エホバの愛や温かい気持ちがどんなふうに伝わってくるか。

イスラエル人のために祭司がしたこと

 3. イスラエル人にとって祭司は欠かせない存在でした。どうしてですか。（ヘブライ 5:1）（挿絵も参照。）


あなたの答え



3 そもそもエホバがイスラエル国民のために祭司を任命したのはどうしてでしょうか。使徒パウロは聖なる力に導かれてそのことを説明しました。（ヘブライ 5:1を読む。）エホバは罪を負ったイスラエル国民と親しくなりたい，深い溝を埋める橋を架けたいと思っていました。それで，「神に奉仕するよう」大祭司を任命しました。大祭司がいたおかげで，イスラエル国民は崇拝をエホバに受け入れてもらえました。



[image: 男性が橋を渡ろうとしている。左側は暗くて荒れ果てているが，右側は明るくて自然豊か。間には巨大な溝がある。]

罪のせいで溝ができた。その間の架け橋が祭司。（3節を参照）







 4. 祭司はエホバとイスラエル国民の間の橋渡し役をしました。1つの方法は何ですか。


あなたの答え



4 祭司は，イスラエル国民とエホバの間の橋渡し役をしました。2つの方法でです。まず1つ目に，エホバからのメッセージを民に伝えました。マラキ 2章7節にはこう書かれています。「祭司の唇は知識を保つべきであり，民は祭司の口に律法を求めるべきである。祭司は，大軍を率いるエホバの使者だからである」。つまり，祭司にはモーセの律法を説明する責任があったということです。例えば，ネヘミヤの時代，祭司エズラとエズラをサポートしていた13人のレビ族の人たちは，民のために律法を朗読し，かみ砕いて説明しました。これにより，当時の人たちは，エホバが何を願っていて，どうしてほしいと思っているかがよく分かって，実践しやすくなったはずです。（ネヘ 8:2，3，6-8）そうやって律法を教えることで，祭司は国民と神の間の深いギャップを埋めることに一役買いました。

 5. 橋渡しするためにしたもう1つのことは何ですか。またエホバのどんな気持ちが伝わってきますか。


あなたの答え



5 祭司が橋渡しするためにした2つ目のことは，民の気持ちをエホバの前で代弁したことです。犠牲を捧げることでそうしました。イスラエル人は，自分が毎日たくさんの間違いをしてしまうこと，それをエホバに許してもらわないといけないことを痛いほど分かっていました。（詩 51:9）でも，祭司が犠牲を捧げてくれるおかげで，エホバが気持ちよく許してくれていると心から信じられました。イスラエル人たちは本当に救われた気持ちになったでしょうね。ここからエホバの私たちへの思いが伝わってきます。エホバは私たちのことを大事に思っていて，晴れやかな気持ちで暮らしてほしいと思っています。

時代ごとの祭司たち

 6. 祭司のシステムが取り入れられる前から，祭司という役割は存在していました。どうしてそう言えますか。


あなたの答え



6 エホバは正式な祭司を任命する前にも，イスラエル国民に祭司という役割について話したことがあります。こう言いました。「エホバにいつも近づく祭司たちは自分を神聖なものとしなさい。エホバに打たれないためである」。（出 19:22）ここで言う祭司たちとは，家族のリーダー，つまり族長たちのことです。族長たちが自分や家族のために犠牲を捧げて，祭司のような役割を果たしていました。例えばノアは箱船を出た後，感謝の気持ちを込めてエホバに犠牲を捧げました。（創 8:20）アブラハムはエホバのために祭壇を作りました。（創 12:7，8）ヨブも子供たちのために犠牲を捧げました。（ヨブ 1:5）ですから，イスラエル国民に祭司というシステムが取り入れられるずっと前から，祭司は存在していたわけです。架け橋を作りたいというエホバの強い気持ちが伝わってきますね。

 7. メルキゼデクとは誰ですか。どんなところがメシアと似ていますか。


あなたの答え



7 聖書の中で最初に祭司と呼ばれているのはメルキゼデクです。（創 14:18）この人は祭司だっただけではなく，王でもありました。エホバはやがて現れるメシアも同じように祭司，また王になると言いました。そのメシアがやってくれたことは，いつまでもずっと残ります。（詩 110:4。ヘブ 7:17）

 8. イスラエルの祭司は誰ですか。どんなことをしましたか。


あなたの答え



8 その後，イスラエル国民が誕生しました。エホバはモーセに律法を与えて，祭司とはどういうものなのかを詳しく説明しました。祭司になるのは，モーセの兄のアロンとその子孫たちです。（出 40:12-15）祭司はレビ族のサポートを受けながら，イスラエル国民全体と一人一人のために犠牲を捧げました。エホバはどんな種類の犠牲を，どんな目的で，どうやって捧げたらいいかも教えました。でも，はるかに優れた犠牲が捧げられることになっていました。はるかに優れた祭司を通してです。

9-10. 千年統治の間，イエスと一緒に誰が祭司として働きますか。


あなたの答え



9 イエスはバプテスマを受けた時，エホバの偉大な神殿で働く大祭司になりました。（ヘブ 8:1）イエスは罪だらけの私たちを救うために完全な命を捨ててくれました。大祭司イエスが自ら捧げた犠牲は，それまでイスラエルの祭司たちが捧げてきた動物の犠牲とは比べ物にならないほど優れたものです。イエスは今でも大祭司として，私たちとエホバとの間の架け橋になってくれています。（ヘブ 9:24）14万4000人も王また祭司として働きます。（ペテ一 1:3，4; 2:9）エホバとイエスと14万4000人はもうすぐ地球をパラダイスにし，私たちを完璧な状態にしてくれます。その時が待ちきれませんね。

10 エホバはこれまでずっと祭司というシステムを使って，人間との間に橋を架けてきました。古代イスラエルの人たちも，毎日たくさん捧げられる動物を見て，自分たちにはもっと優れた犠牲が必要だということを痛感していたはずです。じゃあ，祭司というシステムはいつまで続くんでしょうか。イエスの1000年の統治の終わりまでです。その時までに私たちは完全になっているので，エホバとの間の溝は埋まっています。それでもう架け橋は必要ありません。では，このシステムからエホバのどんな気持ちが伝わってくるでしょうか。考えてみましょう。

祭司について知るとエホバがもっと近くなる

11. エホバは私たちと友達になりたいと思っています。どうしてそれが伝わってきますか。


あなたの答え



11 エホバは，私たちと友達になりたいと思っている。最初の人間が罪を犯して神との絆に亀裂が入ったその瞬間から，エホバはその溝をなんとかして埋めてあげたいと思い続けてきました。私たちとコミュニケーションが取りたい，友達になりたい，ずっと幸せに生きてほしい，そう願い続けてきたわけです。（コリ二 5:18）しかも，人間が罪を負っているのは自分たちのせいじゃないこともエホバはよく分かっています。それで架け橋を作って，私たちがその橋を渡ってエホバの胸に飛び込めるようにしてくれました。エホバの深い愛が心に迫りますね。

12. 大祭司イエスが私たちとエホバの間に立ってくれていると思うと，心が温かくなります。どうしてですか。（ヘブライ 7:25）（写真と挿絵も参照。）


あなたの答え



12 イエスも私たちとエホバとの友情を気に掛けてくれています。大祭司として，私たちとエホバの間に立って「助けてくださ」っています。（ヨハ一 2:1。ヘブライ 7:25を読む。）そして，私たちの気持ちをエホバに代弁してくれます。でも単に表面に表れる気持ちとか言葉をエホバに伝えているわけではありません。イエスは私たち一人一人のバックグラウンド，健康やメンタルの状態を分かっています。また，輝いているところ，よくやっているところ，これまで頑張ってきた姿を目に焼き付けています。私たちの心の中も見てくれています。許してほしいとエホバに祈っている姿や，その通りにしようと闘っている姿を決して見逃しません。いつも私たちの味方でいてくれるイエスが大祭司として働いています。そしてその先にいるのは，私たちを許したい，助けてあげたいと強く願っているエホバです。（詩 86:5）



[image: イエスが橋渡し役として，兄弟姉妹のいいところをエホバに伝えている。1. 兄弟がステージで話をしている。2. 若い姉妹がクラスメートに言い寄られているが，断っている。3. 若い兄弟が建設プロジェクトで木材を運んでいる。4. 2人の姉妹が女性に雑誌を使って伝道している。5. 車いすの年長の姉妹が祈っている。6. 兄弟が聖書を読んでいる。7. 若い兄弟がつえをついた高齢の兄弟に，食料などを届けている。]

大祭司イエスはエホバとの間に入ってくれる。いいところ，頑張っていること，許してほしいという願い，自分を変えようとする努力をエホバに伝えてくれる。（12節を参照）







13. ヘブライ 4章16節によると，イエスのおかげで私たちは何ができますか。それが本当にありがたいのはどうしてですか。


あなたの答え



13 エホバは私たちに何でも話してほしいと思っている。（ヘブライ 4:16を読む。）大祭司イエスは，私たちとエホバをつないでくれる存在です。イエスがいるので，私たちはエホバに何でも話せます。そういう祈りをエホバは喜んで聞いてくれます。信じて頼りたいという気持ちがこもっているからです。でも，ストレスで埋もれそうになる時，祈りたいけどなんて言えばいいか分からない，と感じませんか。（ロマ 8:26）忘れないでください。言葉に詰まっても，エホバは急かしたりはしません。祈りを聞いて，気持ちを分かって，応えてくれます。そう考えると，うまく伝えられなくてもエホバに語り掛けたいと思いませんか。

14. エホバは私たちに永遠に生きてほしいと願っています。どうしてそれが分かりますか。


あなたの答え



14 エホバは私たちにずっと生きてほしいと思っている。（エゼ 33:11）イスラエル人が捧げた動物の犠牲では，人類の罪を覆い切ることはできませんでした。（ヘブ 7:19）動物の犠牲は，やがて捧げられるイエスの犠牲までのつなぎでした。でもイエスの犠牲のおかげで，エホバを愛する人たちにいつまでも生きるという希望が芽生えました。溝を埋めるためにエホバの方から動いてくれたことに本当に感謝できますね。（ヨハ一 4:10）

15. 祭司の人選からエホバの愛が分かります。どうしてですか。


あなたの答え



15 祭司の人選からエホバの愛について分かる。14万4000人は，イエスと同じように忠誠を曲げなかった人たちです。（フィリ 2:8。啓 2:10）それで1000年の統治の間，イエスの犠牲をベースとして，罪にまみれた私たちが完全になれるよう助けてくれると心から信じられます。そうやってエホバと私たちとの間の溝を完璧に埋めてくれます。こういう祭司たちのおかげで，その期間の終わりにはエホバの思い描いていたことが全てその通りになります。（啓 22:1，2）

16. ヘブライ 4章15節からすると，イエスは私たちにとってぴったりな大祭司です。どうしてそう言えますか。


あなたの答え



16 問題にぶつかって大変だと思う時，イエスはそういう気持ちを痛いほど分かってくれます。イエスも人間として生きていたからです。（ヘブライ 4:15を読む。）疲れたなぁと感じたり，おなかがすいた，喉が渇いたと思ったりすること，ありますよね。イエスもそう感じたことがあります。（マタ 4:2。ヨハ 4:6; 19:28）私たちはエホバの証人だという理由で反対されたり，ばかにされたりすることもあります。イエスもそうでした。（イザ 50:6。ヨハ 15:20）大好きな人を亡くしてつらい思いをしていますか。イエスも親友のラザロを亡くしました。もしかすると，育ての親ヨセフとの死別も経験したのかもしれません。そんなイエスが大祭司でいてくれると考えると，本当にほっとしますね。

17. 14万4000人は私たちの気持ちに共感してくれます。どうしてそう信じられますか。


あなたの答え



17 将来私たちが完全になれるよう，イエスと一緒に14万4000人も助けてくれます。14万4000人はもともと私たちと同じように不完全で罪にまみれた人たちでした。失敗した時に味わう惨めさがどういうものなのか，みんな分かってくれます。病気になったり，メンタルの不調を抱えたりしたこともあります。一人一人，バックグラウンドや人種，生きていた時代は異なります。あなたがどんな人生を歩んできて，今どういう経験をしているとしても，14万4000人のうち誰かは必ず共感してくれます。

18. 祭司というシステムからエホバについてどんなことが分かりますか。そういったことを考えると，どうしたいと思いますか。


あなたの答え



18 サタンはこれまでずっとエホバを悪く言ってきました。（啓 12:10）でも本当でしょうか。この記事で考えてきた通り，祭司というシステムからエホバの愛，優しさ，寄り添いたい，許したいという気持ちがこれでもかというほど伝わってくるんじゃないでしょうか。エホバはそういう方です。エホバは私たちとの間の溝を埋めたいと思って，自分の方から動いてくれました。そう思うと，エホバの愛に応えたい，エホバが許してくれると信じたいと思えるようになります。

19. ネガティブな感情に苦しむ私たちを，エホバはどう思ってくれていますか。


あなたの答え



19 「自分はエホバのために何もできていない。愛される価値なんてない」。そう感じることがありますか。でも，エホバはそんなふうには思っていません。人間はそもそも弱くて，たくさん失敗してしまうことをよく分かっているからです。（詩 103:14）もちろん，エホバは私たちの欠点や間違いが見えていないわけではありません。それでも，私たちのいいところ，これからもっと良くしていけるところを見続けてくれています。それで自分の弱さに嫌気が差すような時は思い出してください。エホバは「私たちの心より大きく，全てのことを知ってい」ます。（ヨハ一 3:20）

20. 私たちが祭司というシステムに感謝しているのはどうしてですか。その感謝をどうやって表していきたいですか。


あなたの答え



20 ここまで考えてきた通り，祭司というシステムのおかげで，私たちとエホバとの間の溝は溝ではなくなりました。エホバの胸に飛び込んで，エホバの願っている通りに崇拝できるようになりました。それで私たちはヘブライ 4章16節に書かれているようにしたいと思います。「助けが必要な時に憐れみと惜しみない親切を受けられるよう，気後れすることなく祈り，惜しみない親切を示してくださる神に近づきましょう」。



振り返ってみましょう


	  私たちに祭司が必要なのはどうしてですか。


あなたの答え
 




	  時代ごとに誰が祭司を務めてきましたか。


あなたの答え
 




	  エホバが祭司をくれたことを考えると，どんな気持ちになりますか。


あなたの答え
 











16番の歌 王を任命したヤハを賛美する





^ （ヘブ 5:1） 人の中から選ばれる大祭司は皆，人のために神に奉仕するよう任命され，供え物や罪のための犠牲を捧げます。



^  （エフェ 2:12） その頃，皆さんはキリストを知らず，イスラエル国民とは無縁で，約束に関わる契約とは無関係でした。希望もなく，神を知らずに世の中で生活していました。



^  （コロ 1:21） 皆さんはかつて神から遠く離れており，神の敵でした。悪を行うことばかり考えていたからです。その皆さんと，



^ （ヘブ 5:1） 人の中から選ばれる大祭司は皆，人のために神に奉仕するよう任命され，供え物や罪のための犠牲を捧げます。



^  （ヘブ 5:1） 人の中から選ばれる大祭司は皆，人のために神に奉仕するよう任命され，供え物や罪のための犠牲を捧げます。



^  （マラ 2:7） 祭司の唇は知識を保つべきであり，民は祭司の口に律法*を求めるべきである。祭司は，大軍を率いるエホバの使者だからである。

または，「指示」。


^  （ネヘ 8:2， 3） それで祭司エズラは，男性や女性，聞いて理解できる年齢の人たちから成る会衆の前に律法を持ってきた。第7の月の1日のことである。 3 エズラは「水の門」の前の広場の前で，夜明けから真昼まで，男性や女性，理解できる年齢の人たちにそれを読み聞かせた。民は律法の書の朗読に注意深く耳を傾けた。



^  （ネヘ 8:6-8） それからエズラが，偉大な方，真の神エホバを賛美すると，民は皆「アーメン*！ アーメン！」と言って手を挙げた。彼らは身をかがめてエホバにひれ伏した。 7 エシュア，バニ，シェレブヤ，ヤミン，アクブ，シャベタイ，ホディヤ，マアセヤ，ケリタ，アザリヤ，ヨザバド，ハナン，ペラヤというレビ族の人たちが民に律法を説明し，民は立ったままでいた。 8 彼らは真の神の律法の書を朗読し続け，分かりやすく説明して意味を教えた。読まれた箇所を理解できるよう，民を助けたのである。

または，「そうなりますように」。


^  （詩 51:9） 私の罪から顔を背け*， 全ての過ちを拭い去ってください。

または，「隠し」。


^  （出 19:22） エホバにいつも近づく祭司たちは自分を神聖なものとしなさい。エホバに打たれないためである」。



^  （創 8:20） それからノアはエホバのために祭壇を作り，清い動物と清い飛ぶ生き物の幾らかを祭壇に載せ，全焼の捧げ物にした。



^  （創 12:7， 8） エホバがアブラムに現れて，こう言った。「私はこの地方をあなたの子孫*に与えよう」。それでアブラムは，自分に現れたエホバのためにそこに祭壇を作った。 8 やがてアブラムはそこからベテルの東の山地に移動し，ベテルを西，アイを東にして天幕を張った。そしてエホバのためにそこに祭壇を作り，エホバの名を呼んだ*。

直訳，「種」。
または，「賛美した」。


^  （ヨブ 1:5） 一連の宴会が終わるたびに，ヨブは子供たちを呼び寄せ，神聖なもの*とした。朝早く起きて，一人一人のために全焼の犠牲を捧げた。「子供たちが罪を犯し，心の中で神を侮辱したかもしれない」と考えてのことだった。ヨブはいつもそのようにしていた。

または，「神から見て清い者」。


^  （創 14:18） また，サレムの王メルキゼデクはパンとぶどう酒を持ってきた。メルキゼデクは至高の神に仕える祭司だった。



^  （詩 110:4） エホバは誓った。考えを変える*ことはない。 「あなたは永遠に祭司。 メルキゼデクのような祭司」。

または，「悔やむ」。


^  （ヘブ 7:17） この方について，「あなたは永遠にメルキゼデクのような祭司である」と言われています。



^  （出 40:12-15） アロンとその子たちを会見の天幕の入り口の近くに連れてきて，彼らの体を水で洗いなさい。 13 アロンに聖なる服を着せ，油を注いで彼を神聖なものとする。こうして彼は祭司として私に仕える。 14 それからアロンの子たちを近くに連れてきて，長い服を着せる。 15 父アロンに油を注いだのと同じように彼らにも油を注ぐ。こうして彼らは祭司として私に仕える。このように油を注ぐことで，代々ずっと祭司職がアロンの子たちに与えられる」。



^  （ヘブ 8:1） 私たちが述べていることの要点は，次の通りです。私たちにはこのような大祭司がいて，その方は天で威光に輝く神の座の右に座り，



^  （ヘブ 9:24） キリストは，実体の写しにすぎない，人が造った聖なる場所にではなく，天そのものに入りました。今や私たちのために神の前*に出てくださっています。

直訳，「顔の前」。


^  （ペテ一 1:3， 4） 私たちの主イエス･キリストの父である神が賛美されますように。神は深い憐れみを示してくださり，私たちを新たに誕生させ，イエス･キリストを復活させることによって生きた希望を与え， 4 朽ちることも色あせることもない，汚れのない財産を得られるようにしてくださいました。その財産は皆さんのために天に取っておかれています。



^  （ペテ一 2:9） しかし皆さんは，神の「卓越性*を広く知らせるための，選ばれた種族，王である祭司，聖なる国民，特別な所有物である民」です。神は皆さんを闇からご自分の輝かしい光の中に招き入れてくださいました。

直訳，「徳」。神の優れた性質や行いのこと。


^  （コリ二 5:18） 全てのものは神から来ています。神のおかげで，私たちはキリストを通して神と和解し，和解のための奉仕をするようになりました。



^ （ヘブ 7:25） そのためイエスは，自分を通して神に近づく人たちを完全に救うことができます。常に生きていて，彼らのために願い出てくださるからです。



^  （ヨハ一 2:1） 私の子供たち，皆さんが罪を犯さないように，私はこれらのことを書いています。とはいえ，もし誰かが罪を犯したとしても，私たちを助けて*くださる方が父のもとにいます。正しい方であるイエス･キリストです。

または，「擁護して」。


^  （ヘブ 7:25） そのためイエスは，自分を通して神に近づく人たちを完全に救うことができます。常に生きていて，彼らのために願い出てくださるからです。



^  （詩 86:5） エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。 あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます。



^ （ヘブ 4:16） それで，助けが必要な時に憐れみと惜しみない親切を受けられるよう，気後れすることなく祈り，惜しみない親切を示してくださる神*に近づきましょう。

または，「惜しみない親切の座」。


^  （ヘブ 4:16） それで，助けが必要な時に憐れみと惜しみない親切を受けられるよう，気後れすることなく祈り，惜しみない親切を示してくださる神*に近づきましょう。

または，「惜しみない親切の座」。


^  （ロマ 8:26） さらに聖なる力も，弱い私たちを助けてくれます。祈るべきなのに何を祈り求めればよいのか分からないとき，私たちの声にならない*うめきと共に，聖なる力が願い出てくれるのです。

または，「言葉にならない」。


^  （エゼ 33:11） 彼らに言いなさい。『主権者である主エホバはこう宣言している。「生きている私自身に懸けて誓う。私は悪い人の死を喜ばず，かえって，悪い人が生き方を変えて生き続けることを喜ぶ。悔い改めて，悪い行いをやめなさい。イスラエル国民よ，あなたたちが死ぬようなことがあってよいだろうか」』。



^  （ヘブ 7:19） 律法は何も完全にしませんでしたが，勝った希望が差し伸べられることによって完全さがもたらされました。その希望によって私たちは神に近づいています。



^  （ヨハ一 4:10） 私たちが神を愛したというより，神が私たちを愛し，私たちの罪を償う*犠牲としてご自分の子を遣わしてくださったのです。これこそが愛です。

または，「私たちを神と和解させる」。


^  （フィリ 2:8） その上，人として来た時，謙遜さを示し，死に至るまで従順でした*。苦しみの杭に掛けられて死ぬことを受け入れたのです。

または，「になりました」。


^  （啓 2:10） 受けようとしている苦しみを恐れてはなりません。悪魔は，あなたたちのうち幾人かを牢屋に投げ込んでいきます。そのようにして，あなたたちは十分に試され，10日の間苦難に遭います。たとえ死ぬことになっても，忠実であり続けなさい。そうすれば，あなたに命の冠を与えます。



^  （啓 22:1， 2） また天使は，命の水の川を私に見せてくれた。その川は水晶のように澄み切っていて，神と子羊の座から流れ出ており， 2 都市の大通りの中央を流れていた。川の両側には命の木があった。それらの木は年に12回，毎月実を結び，木の葉は人々を癒やすためのものだった。



^ （ヘブ 4:15） 私たちの大祭司は，私たちの弱さに同情できないような方ではありません。あらゆる点で私たちと同じように試され，しかも罪がない方です。



^  （ヘブ 4:15） 私たちの大祭司は，私たちの弱さに同情できないような方ではありません。あらゆる点で私たちと同じように試され，しかも罪がない方です。



^  （マタ 4:2） 40日間ずっと*断食した後，空腹を感じた。

直訳，「40日40夜」。


^  （ヨハ 4:6） 実際，ヤコブの井戸がそこにあった。イエスは，旅のためにすっかり疲れて，井戸の所に座っていた。昼の12時ごろだった。



^  （ヨハ 19:28） この後，イエスは，それまでに全てのことが成し遂げられたのを知って，聖句が実現するために，「喉が渇いた」と言った。



^  （イザ 50:6） 打ちたたく者たちに背中を差し出し， ひげを引き抜く者たちに頰を差し出した。 侮辱や唾から顔を覆い隠さなかった。



^  （ヨハ 15:20） 奴隷は主人より偉くない，という私の言葉を覚えておきなさい。世の人々が私を迫害したのであれば，あなたたちをも迫害します。私の言葉を守ったのであれば，あなたたちの言葉も守ります。



^  （啓 12:10） 私は大きな声が天でこう言うのを聞いた。 「今や，私たちの神の救いと力と王国，またその方のキリストの権威が実現しました！ 私たちの兄弟たちを神の前で昼も夜も訴える者が投げ落とされたからです。



^  （詩 103:14） 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^  （ヨハ一 3:20） 心に責められることがあっても安心できるのです。神は私たちの心より大きく*，全てのことを知っているからです。

私たち以上に私たちのことを知っているということ。


^  （ヘブ 4:16） それで，助けが必要な時に憐れみと惜しみない親切を受けられるよう，気後れすることなく祈り，惜しみない親切を示してくださる神*に近づきましょう。

または，「惜しみない親切の座」。
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22番の歌 王国は統治している 王国が来ますように！



サタンの空気に染まらないために



「世の中のもの……は皆，父からのものではな[い]」。ヨハネ第一 2:16




ポイント

世の空気に染まらないために，注意するべき3つのことを考えます。




 1. サタンはどうやって世界をコントロールしていますか。（ヨハネ第一 2:15，16）


あなたの答え



私たちはサタンが支配する世界を生きています。（ヨハ 14:30。ヨハ一 5:19）サタンは必死になってエホバに仕える人たちを攻撃しています。（啓 12:12，13，17）といっても，サタンが世界の至る所に存在していて，私たちを直接攻撃してくるわけではありません。いい天使にも悪い天使にもそういう能力があるとは，聖書に書かれていないからです。サタンは私たちを攻撃するために，数え切れないほどたくさんの手下たち，つまり邪悪な天使たちを使ってきます。（啓 12:9）でもそれだけじゃありません。この世界の空気感も使います。サタンは世界の雰囲気をコントロールして自分色に染め上げようとしています。（ヨハネ第一 2:15，16を読む。）サタンが存在すると信じていない人も，その雰囲気にのまれて行動すると，サタンは大喜びです。「悪魔に捕らわれて悪魔の望み通りに行動して」いることになるからです。（テモ二 2:26）

2-3. （ア）この世界の雰囲気にのまれている人とエホバに仕える人はどんなところが違っていますか。（イ）それでも油断大敵なのはどうしてですか。


あなたの答え



2 私たちの多くも，この世界の雰囲気に染まっていたかもしれません。でも，自分が染められていること，誰がそうしたいと思っているのか分かったので，生き方を変えようと思いました。「神への不敬や世の欲望を退け」てきました。（テト 2:11，12）そうできたのは，エホバに頼ったからです。（ヤコ 4:7，8）そういう姿を見て，エホバは誇らしく思っています。

3 でも油断大敵です。私たちは完璧ではないので，エホバが良くないと言っていることをしたくなる傾向があります。サタンはそこを狙ってきます。知らず知らずのうちに，この世の空気に私たちを染め上げたいと思っています。実際，エホバの証人の中にも，そのサタンの手に掛かってしまった人がいます。（エフェ 6:11。フィリ 3:18）どうすればそうならないで済むでしょうか。この記事で考えていきます。まず，そもそも聖書が「世の精神」と呼んでいるこの世界の雰囲気が，どんなものなのか見ていきましょう。（コリ一 2:12）

「世の精神」とは

 4. 「世の精神」とは何ですか。その影響を受けるとどうなりますか。


あなたの答え



4 「世の精神」とは，エホバを知らない人たちが取りがちな態度や行動のことです。その精神の影響を受けると，自分のしたいように生きればいいという自分ファーストの考え方になります。エホバのこう生きていってほしいという願いなんか気にも留めません。（ペテ一 4:3）

 5. この世の精神は「空気」のようです。どうしてそう言えますか。（エフェソス 2:1，2）（写真も参照。）


あなたの答え



5 サタンは「全世界を惑わ」すために，あの手この手を使ってきます。（啓 12:9）そうするために，この世の精神を広めています。パウロはそれを「空気」に例えました。（エフェソス 2:1，2を読む。）とても有害なのに，どこにでも充満していて，気を付けていないと体の中に入ってしまいます。じゃあ，この空気には体をむしばむどんな作用があるんでしょうか。どうやって身を守れるでしょうか。



[image: 兄弟が戦闘シーンが出てくる映画を見ている。姉妹は隣に座り，スマートフォンで何かを見ている。机には聖書が置かれているが，その上に一般の雑誌が積み上げられている。]

サタンの空気は簡単に入り込んでしまう。（5節を参照）







言葉遣い

 6. サタンの空気を吸う人はどんな話し方をしますか。


あなたの答え



6 聖書には終わりの時代に多くの人が「自慢ばかりし，傲慢で……全く人に同意しようと」しなくなる，と書かれています。（テモ二 3:1-3）私たちの周りにはそういう人があふれていて，それが話す言葉に表れています。例えば，口げんかが暴力沙汰に発展したというニュースをよく聞きます。家庭の中でもひどい言葉が飛び交っています。大人も子供も汚くて下品な言葉を使っています。（エフェ 5:3，4）サタンが広めている空気を吸っていると，そういう言葉を話してしまいます。

 7. 自分の言葉遣いについて，どんなことを考えるといいですか。


あなたの答え



7 私たちはみんな話し方に気を配りたいと思っています。直接誰かと話す時も，メッセージを送る時もです。（ヤコ 1:26，27）自分の言葉遣いを振り返って，こんなことを考えてみてください。「イライラしている時の言葉遣いはどうだろう。エホバの証人ではない人と話している時はどうかな。兄弟姉妹にネガティブなこととか皮肉っぽいことを言ったりしてないだろうか。家族に対してはどうだろう」。自分では大丈夫だと思っていても，相手がどう感じるかをよく考えたいですね。

 8. どうすればサタン流の話し方を避けられますか。（コロサイ 3:8-10）


あなたの答え



8 世の空気に染まった話し方をしているなぁと気付いたら，どんなことができるでしょうか。ただ，話し方に気を付ければいいというわけではありません。イエスはこう言いました。「口から出るものは何でも心から出てくるのであり，それが人を汚します」。（マタ 15:18）つまり，何を言うかは何を考えるかに影響されるということです。聖書は「暴言」を悪意や怒りといったネガティブな感情と結び付けています。（エフェ 4:31）それで大事なのは，心を変えることです。心の中にそういうものがあると気付いたら，捨てましょう。そして「新しい人格」を磨いていけるよう，エホバに祈りましょう。（コロサイ 3:8-10を読む。）エホバが用意してくれる教材をよく学んで，自分の心をいいものでいっぱいにするなら，サタン流の話し方を避けられます。（エフェ 4:29）

性についての価値観

 9. 世の空気を吸っていると性についての価値観がゆがんでいきます。どうしてですか。


あなたの答え



9 この世界の空気を吸い込むと，性についての価値観がゆがんでいきます。エホバが教えてくれている価値観を気に留めなくなっていきます。世の中では妊娠中絶，同性愛，結婚前のセックスが当たり前になっています。（イザ 5:20）気を付けていないと，私たちも影響を受けて，悪いことを嫌う気持ちが弱くなっていくかもしれません。（コリ二 11:3）性についてのエホバの基準は遅れていると思うようになるかもしれません。でも，そんなことは絶対にあり得ません。エホバが教えてくれていることはいつも正しくためになります。そして，エホバの考えは私たちの考えよりはるかに上をいっています。そのエホバが言っていることなので，どれだけ時代が変わっても決して時代遅れにはなりません。（イザ 48:17，18; 55:9）

10. 自分を正直に見つめてどんなことを考えるといいですか。


あなたの答え



10 エホバに喜んでもらうためには，エホバが嫌うものを心から嫌うことが大切です。（詩 97:10）自分を正直に見つめて，こう考えてみてください。「エホバが決めている基準のせいで制限がかかっている，やりたいことができない，と思っていないだろうか。自分が見たり聞いたりするものは大丈夫かな。心の奥底で，エホバの方が基準を下げてくれたらいいのに，と思ったりしていないだろうか」。

11. エホバが嫌うものを嫌うにはどうしたらいいですか。


あなたの答え



11 エホバの嫌うことに引かれる自分に気付いたらどうしたらいいんでしょうか。エホバの基準に沿って生きるのは無理だとは考えないでください。私たちみんな罪にまみれていて，良くないことをしたいという気持ちになることがあるからです。（詩 51:5; 103:14）でも，そういう気持ちに負けて「罪深い欲望……のままに行動」するかどうかは自分で決められます。（エフェ 2:3）良くないことをしたいという気持ちを持ち続けるかどうかも自分次第です。そのままいくとエホバと仲間との友情がどうなってしまうかを考えて，きっぱりと振り払いましょう。（創 39:9，12。エフェ 5:5）エホバに助けてもらえば，エホバと同じ価値観を持てるようになります。

インターネットの使い方

12. インターネット上にはサタンの有毒な空気が流れ込んでいます。どうしてそう言えますか。


あなたの答え



12 ほとんどの人にとって，インターネットは欠かせないものです。私たちも集会や伝道でよく使います。でも，インターネット上にもサタンの世界の空気が流れ込んでいます。例えば，大人も子供も簡単にポルノを見ることができてしまいます。特に若い人の間では，性的なメッセージや画像を送ることが普通になっています。また，たくさんのデマや事実を盛った情報があります。SNSには，きらびやかな投稿やショート動画が次々と流れてきます。そういうものをずっと見ていると，エホバのために奉仕するより，遊んだり旅行したりして楽しんだ方がいいと思うかもしれません。（ヘブ 10:24，25）

13. どんなことを考えてインターネットの使い方を見直せますか。


あなたの答え



13 インターネットの使い方には注意が要ります。時間が取られたり思考が鈍ったりしてしまいます。一度立ち止まってこんなことを考えてみてください。「特に訳もなく延々と画面をスクロールして時間を溶かしていないだろうか」。（エフェ 5:15，16）「どんなコンテンツを見ているだろうか。良くないものが流れてきた時，すぐ見るのをやめているだろうか」。（詩 119:37）「何でもかんでもうのみにしないで，ちゃんとファクトチェックしているだろうか」。（格 14:15）

14. どうすればインターネットの危険にはまらないで済みますか。


あなたの答え



14 ネット上にあふれているサタンの空気に染まらないためにはどうしたらいいでしょうか。どれぐらい時間を使うかきちんと決めるようにしましょう。良くないものは絶対に見ないという決意も必要です。親は，子供がどんなふうにSNSを使っているかきちんと見守ります。（エフェ 6:4）研究によると，SNSに夢中になる子供は，ほかの子供に比べて，孤独を感じたり気持ちが落ちたりしやすいようです。ネットを使う時も聖書に書かれているエホバの考えに合わせるようにすれば，いろんな危険にはまらずに済みます。

世の空気から身を守れる

15. グロリア姉妹のエピソードからどんなことを学びましたか。（写真も参照。）


あなたの答え



15 このような空気にのまれつつあってもやり直せます。グロリア姉妹がまさにそうでした。* 「小さい頃から聖書を学んでいましたが，本当はもっとお金持ちになって，ちやほやされたいと思っていました。そういう目標を追い掛けていたので，だんだん集会に行かなくなってしまって，エホバの証人やめたいなって思うようになっちゃいました。でも，自分が目指しているものはサタンが喜ぶものだと気付いたんです。なので，聖書の勉強や祈りに本気で取り組むようにしました。エホバの証人じゃない人との付き合いもやめました。私は思い描いていたようなお金持ちにはなれませんでしたが，本当に豊かだと思います。サタンに染められるんじゃなくて，エホバが願っている人生を送れているからです」。



[image: 先ほどの夫婦が，テレビで「イエスが伝えた良い知らせ」の第3話を見ている。聖書を目で追っていて，楽しそうにしている。]

サタンの空気にのまれないために，どんなことができますか。（15節を参照）







16. ロバート兄弟のエピソードからどんなことを学べますか。


あなたの答え



16 ロバート兄弟の経験したことからも学べます。こう言っています。「クラスメートとか普段見ているもののせいで，サタンの世に徐々に染まっていきました。たばこを吸って，お酒をたくさん飲んで，男性と関係を持っていました。好き放題できて自由だと思っていました。でもしばらくして気付いたんです。本当は自由なんかじゃなくて，サタンにいいように使われている奴隷なんだ」。（ペテ二 2:19）それからどうしたんでしょうか。「エホバを愛する人たちだけと友達になるようにしました。自分の振る舞い，身だしなみ，言葉遣い，そういったものを全部思い切って変えてみました。今ではすがすがしい気持ちで一日をスタートできます。結局，本当に幸せにしてくれるのはエホバなんですよね」。

17. 私たちはサタンの空気に染まらないでいられます。どうしてですか。（ヨハネ第一 4:4）


あなたの答え



17 この記事では，サタンが作り出しているこの世界の空気に染まらないためにできることを考えました。それには，言葉遣い，性についての価値観，インターネットに潜む危険に気を付けることがありました。世界の空気はとてつもなく有害で，いろんなところに充満しています。でも私たちはその空気に染まったりすることはありません。エホバが味方でいてくれて，宇宙で一番強い聖なる力をくれるからです。（ヨハネ第一 4:4を読む。）その力があれば，サタンの空気に対してバリアを張れます。（ルカ 11:13）それで，これからも「聖なる力に導かれて歩んで」いくことを決意しましょう。（ガラ 5:16）



「世の精神」に染まらないために，次の3つにどう注意するといいですか


	  言葉遣い


あなたの答え
 




	  性についての価値観


あなたの答え
 




	  インターネットの使い方


あなたの答え
 











124番の歌 揺るぎない愛



^  名前は変えてあります。






^ （ヨハ一 2:16） 世の中のもの，すなわち罪深い*欲望，見ることから生じる*欲望，持ち物を見せびらかすことは皆，父からのものではなく，世から出るものだからです。

直訳，「肉体の」。
直訳，「目の」。


^ （ヨハ一 2:15， 16） 世も，世の中のものも，愛してはなりません。世を愛する人は，天の父を愛していません。 16 世の中のもの，すなわち罪深い*欲望，見ることから生じる*欲望，持ち物を見せびらかすことは皆，父からのものではなく，世から出るものだからです。

直訳，「肉体の」。
直訳，「目の」。


^  （ヨハ 14:30） 私はもうあなたたちと多くは語りません。世の支配者が来ようとしているからです。もっとも，その者は私に対して何の力もありません。



^  （ヨハ一 5:19） 私たちが知っている通り，私たちは神から出ていますが，全世界は邪悪な者*の支配下にあります。

サタンのこと。


^  （啓 12:12， 13） それで，天とそこに住む者たち，喜びなさい！ 地と海には災いが降り掛かります。悪魔が，自分に残された時が短いことを知り，大きな怒りを抱いてあなた方の所に下ったからです」。 13 地に投げ落とされた竜は，男の子を産んだ女を迫害した。



^  （啓 12:17） それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

直訳，「種」。


^  （啓 12:9） こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。



^  （ヨハ一 2:15， 16） 世も，世の中のものも，愛してはなりません。世を愛する人は，天の父を愛していません。 16 世の中のもの，すなわち罪深い*欲望，見ることから生じる*欲望，持ち物を見せびらかすことは皆，父からのものではなく，世から出るものだからです。

直訳，「肉体の」。
直訳，「目の」。


^  （テモ二 2:26） そしてその人たちは，悪魔に捕らわれて悪魔の望み通りに行動していたことに気付き，本心に立ち返って悪魔のわなから逃れるかもしれません。



^  （テト 2:11， 12） 神の惜しみない親切が明らかに示され，あらゆる人に救いがもたらされています。 12 その親切により私たちは，神への不敬や世の欲望を退けること，また，今の体制*の中で健全な考え方をし，正しく行動し，神への専心を示しながら生活することを学んでいます。

または，「時代」。用語集参照。


^  （ヤコ 4:7， 8） ですから，神に従ってください。悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります。 8 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。



^  （エフェ 6:11） 悪魔の策略にしっかり立ち向かえるように，神からの武具を全て身に着けましょう。



^  （フィリ 3:18） キリストの苦しみの杭に敵対して歩んでいる人が多いからです。彼らについては前に何度も述べましたが，今また嘆きながら述べます。



^  （コリ一 2:12） 私たちは，世の精神ではなく神の聖なる力を持つようになりました。そのおかげで，神が親切に与えてくださった事柄を知ることができます。



^  （ペテ一 4:3） かつて皆さんは，恥知らずな行い*，激しい欲情，飲み過ぎ，ばか騒ぎ，飲み比べ，忌まわしい偶像崇拝にふけっていましたが，世の人々の好むことを行うのはもう十分です。

ギリシャ語アセルゲイアの複数形。用語集参照。


^ （エフェ 2:1， 2） 皆さんは過ちと罪のゆえに死んでいましたが，神によって生かされました。 2 皆さんは以前，今の世の体制*に従って歩んでいました。人々に影響を及ぼしている空気の支配者に従って歩んでいたのです。その空気つまり精神は，不従順な人たちに行き渡っています。

または，「流れ」，「方法」，「習慣」。


^  （啓 12:9） こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。



^  （エフェ 2:1， 2） 皆さんは過ちと罪のゆえに死んでいましたが，神によって生かされました。 2 皆さんは以前，今の世の体制*に従って歩んでいました。人々に影響を及ぼしている空気の支配者に従って歩んでいたのです。その空気つまり精神は，不従順な人たちに行き渡っています。

または，「流れ」，「方法」，「習慣」。


^  （テモ二 3:1-3） このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。 2 人々は自分を愛し，お金を愛し，自慢ばかりし，傲慢で，神や人を冒瀆し，親に従わず，感謝せず，不忠実になります。 3 自然な愛情を持たず，全く人に同意しようとせず，中傷し，自制心がなく，乱暴で，善いことを愛しません。



^  （エフェ 5:3， 4） 性的不道徳や，あらゆる汚れや貪欲については，皆さんの間で口に上ることさえあってはなりません。聖なる人として正しく振る舞うためです。 4 恥ずべき行い，愚かな話，下品な*冗談なども，聖なる人にふさわしくありません。代わりに，感謝を表しましょう。

または，「みだらな」。


^  （ヤコ 1:26， 27） 自分は神を崇拝している*と思っていても，舌*を制御して*いないなら，その人は自分の心を欺いています。その人の崇拝は無意味です。 27 私たちの父である神から見て，清く汚れのない崇拝の型*は，困っている孤児ややもめを世話することと，自分を世に汚されないように守ることです。

または，「信心深い」。
または，「言葉」。
または，「にくつわを掛けて」。
または，「宗教」。


^ （コロ 3:8-10） しかし今は，それらを全て捨て去らなければなりません。憤り，怒り，悪い行い，暴言，口から出る下品な言葉を捨て去りなさい。 9 互いにうそをついてはなりません。古い人格とそれに伴う習慣を脱ぎ捨て， 10 新しい人格を身に着けましょう。新しい人格は，それを与えてくださる*神の性質に沿って，正確な知識によって*新しくされていきます。

または，「創造した」。
または，「において」。


^  （マタ 15:18） しかし，口から出るものは何でも心から出てくるのであり，それが人を汚します。



^  （エフェ 4:31） あらゆる悪意，怒り，憤り，わめき，暴言など，一切の有害な事柄を捨て去ってください。



^  （コロ 3:8-10） しかし今は，それらを全て捨て去らなければなりません。憤り，怒り，悪い行い，暴言，口から出る下品な言葉を捨て去りなさい。 9 互いにうそをついてはなりません。古い人格とそれに伴う習慣を脱ぎ捨て， 10 新しい人格を身に着けましょう。新しい人格は，それを与えてくださる*神の性質に沿って，正確な知識によって*新しくされていきます。

または，「創造した」。
または，「において」。


^  （エフェ 4:29） 不快な言葉を口から出してはなりません。その場に合った励ましの言葉を述べて，聞く人のためになるようにしましょう。



^  （イザ 5:20） 善を悪と言い，悪を善と言う人たち， 闇を光とし，光を闇とする人たち， 苦いものを甘いとし，甘いものを苦いとする人たちには災いがある！



^  （コリ二 11:3） しかし，エバが蛇のずる賢さによって惑わされたように，皆さんも何かのことで考え方が腐敗させられて，キリストに示すべき誠実さや貞潔さ*を保てなくなるのではないかと心配しています。

または，「清さ」。


^  （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^  （イザ 55:9） 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。


^  （詩 97:10） エホバを愛する人たち，悪を憎め。 神はご自分に尽くす*人たちの命を守っている。 その人たちを悪人の手から助け出す。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。


^  （詩 51:5） 私は過ちのある者として生まれ， 母は罪のうちに私を身ごもりました*。

または，「母が私を身ごもった時から罪深い人間です」。


^  （詩 103:14） 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^  （エフェ 2:3） 私たちは皆，以前はそのような人たちの中で罪深い欲望に従って生活していました。自分の意志や考えのままに行動し，ほかの人たちと同じように，生まれた時から神の憤りを招く人間でした。



^  （創 39:9） この家に私の上に立つ人はいません。ご主人さまが私に下さらないものはありません。でもあなたは別です。奥さまだからです。そのような非常に悪いことをして，神に対して罪を犯すことなど，どうしてできるでしょうか」。



^  （創 39:12） すると彼女はヨセフの服をつかんで，「私と寝て！」と言った。ヨセフは，服を残したまま外に逃げた。



^  （エフェ 5:5） 皆さんは次のことを知っていて十分に理解しているはずです。性的に不道徳な人，汚れた人，貪欲な人は，偶像崇拝者であり，キリストと神との王国に関連したどんな財産も受けることはありません。



^  （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^  （エフェ 5:15， 16） それで，自分の歩み方をしっかり見守りましょう。賢くない人ではなく賢い人のように歩み， 16 時間を有効に使ってください。今は悪い時代だからです。



^  （詩 119:37） 私の目をそらさせてください。無価値なものを見続けないために。 あなたの道で私を生き続けさせてください。



^  （格 14:15） 世間知らずの*人は全ての言葉を信じ， 聡明な人は1歩ごとにじっくり考える。

または，「経験のない」。


^  （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバが望む指導と助言によって育ててください。



^  （ペテ二 2:19） 自由になれると約束しながら，自分自身が腐敗の奴隷になっています。誰かに打ち負かされる人は，その人の奴隷になる*からです。

または，「何かに打ち負かされる人は，それの奴隷になる」。


^ （ヨハ一 4:4） 子供たち，皆さんは神から出ており，偽預言者たちを征服しました。皆さんと結び付いている方は，世と結び付いている者より強いからです。



^  （ヨハ一 4:4） 子供たち，皆さんは神から出ており，偽預言者たちを征服しました。皆さんと結び付いている方は，世と結び付いている者より強いからです。



^  （ルカ 11:13） それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです」。



^  （ガラ 5:16） 次のことを勧めます。聖なる力に導かれて歩んでください。そうすれば，罪深い欲望のままに行動することは決してありません。








聖書のフレーズ

「キリストによる平和が心に満ちるようにしましょう」



コロサイ 3章15節に書かれている「キリストによる平和」とは何でしょうか。イエスの弟子になれたことからくる安心感のことです。エホバとイエスに気に入られていると分かるので味わえる感覚です。（ヨハ 14:23，27）

パウロはコロサイ会衆の仲間に，「キリストによる平和が心に満ちるようにしましょう」と書いています。ここでパウロが使っているギリシャ語は，スポーツの審判と関係があります。スポーツの試合でアウトかセーフかを判断する権利は審判にあります。同じように，「キリストによる平和」もクリスチャンの心の軸，つまり，何かを決める時の判断基準になります。

例えば，仲間との間にいざこざがあった時，「キリストによる平和」という“審判”を呼べば，どう対応すればいいかが見えてきます。好みや不満をいったん脇に置いて，会衆の和やかな雰囲気を守れます。それこそ，「キリストによる平和」が心に満ちているということです。（コロ 3:12-14）







^ （コロ 3:15） また，キリストによる平和が心に満ちるようにしましょう。皆さんは1つの体となって平和を得るために招かれたからです。感謝を表しましょう。



^ （ヨハ 14:23） イエスは答えた。「私を愛する人は私の言葉を守ります。私の父はその人を愛し，私たちはその人の所に行って一緒にいます。



^ （ヨハ 14:27） 私はあなたたちが受けている平和をこれからも与えます。それは世が与える平和とは違います。動揺してはならず，弱気になってもなりません。



^ （コロ 3:12-14） それで，皆さんは神に選ばれ，神に愛される聖なる人たちですから，温かい思いやり，親切，謙遜さ，温和，辛抱強さを身に着けましょう。 13 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバが寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。 14 これら全てに加えて，愛を身に着けましょう。愛は完全な絆なのです。
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^ ***喜歌 3番 私たちの力，希望，確信***
3番
私たちの力，希望，確信
（格言 14:26）
1. エホバよ あなたから得た慰め
たくさんの人に分けたいのに
時には苦しくて心は重く
明るい希望の火も消えそう
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
2. つらいときはいつも ずっとそばで
慰めてくれたあなたのこと
忘れないでいれば 希望の光
また明るくなり 勇気出せる
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
（詩 72:13，14; 格 3:5，6，26; エレ 17:7も参照。）



^ ***新世ス ガラテア 5:16***
16 次のことを勧めます。聖なる力に導かれて歩んでください。そうすれば，罪深い欲望のままに行動することは決してありません。



^ ***喜歌 8番 エホバは避難所***
8番
エホバは避難所
（詩編 91編）
1. 神は避難所 翼の陰
そこにとどまり 神に頼る
忠実な人はいつも守られる
神は公正 揺るぎないとりで
2. 悪のはびこる暗闇から
神は助ける 正しい人
どんな災難も及ぶことはない
神は保護する その翼広げ
3. 夜の危険も昼間の矢も
神は大盾 全て防ぐ
恐れることなく いつでも歩める
神は避難所 私の隠れが
（詩 97:10; 121:3，5; イザ 52:12も参照。）



^ ***塔研25 11月号 31ページ 読者からの質問***
読者からの質問
近い将来，エホバは諸国家の心にどんな「考え」を入れますか。
啓示 17章16，17節によると，大患難が始まる時，次のようなことが起きます。「あなたが見た10本の角と野獣は，娼婦を憎み，破滅させて裸にし，彼女の肉を食い尽くし，彼女を火で焼き尽くします。神が，ご自分の考えを彼らの心に入れて実行させたからです。……彼らが自分たちの王国を野獣に与えて，自分たちの1つの考えを実行するようにしたのです」。エホバの証人はこれまで，エホバが諸国家の心に入れる「考え」とは間違った宗教を滅ぼすことを指す，と説明してきました。
でも，この説明を変更する必要があります。エホバが諸国家の心に入れる「考え」とは，諸国家が「自分たちの王国を野獣に与え」ることを指します。このことはどのように実現するのでしょうか。以下の点を考えてみましょう。
預言に出てくる人やものは何を指しているか。「娼婦」は「大いなるバビロン」とも呼ばれていて，世界中の間違った宗教全体を表しています。「緋色の野獣」は，1919年に国際連盟として発足した平和維持組織のことで，現在の国際連合を指しています。（啓 17:3-5）「10本の角」は，「緋色の野獣」を支持する政府全てのことです。
娼婦と緋色の野獣はどんな関係か。娼婦は緋色の野獣の上に「座って」います。野獣を支援し，思い通りにさせて支配しようとしてきました。
娼婦にどんなことが起きるか。緋色の野獣と10本の角は「娼婦を憎み」ます。憎しみに駆られて，娼婦の財産を奪い，娼婦の邪悪さを暴露します。そして娼婦に対するエホバの処罰を下し，完全に滅ぼします。（啓 17:1; 18:8）こうして，間違った宗教全体が終わりを迎えます。でもその前に，エホバは諸国家に，人間の支配の歴史の中で前代未聞なことをさせます。
エホバは諸国家にどんなことをさせるか。エホバは「ご自分の考え」を，10本の角つまり諸国家の心に入れます。その考えとは，諸国家が「自分たちの力と権威を[緋色の]野獣」つまり国際連合に「与え」る，というものです。（啓 17:13）人間の政府は自分たちの判断で，権力と権威を緋色の野獣に渡すのでしょうか。いいえ，違います。預言によると，神が人間の政府にそうさせます。（格 21:1。イザヤ 44:28と比較。）諸国家は徐々に国際連合に権力を移していくのでしょうか。いいえ，違います。突然，完全に渡すことになるでしょう。権力を与えられた野獣は，間違った宗教全体にエホバからの処罰を下し，徹底的に滅ぼします。
近い将来，どんなことが起きるか。私たちはこの先，各国の政府が国際連合を徐々に支持するようになっている，というニュースを期待したりはしません。驚くほど突然のタイミングで，エホバは諸国家の心に，自分たちの権力を緋色の野獣に与えるという考えを入れるからです。そして，大患難が始まります。突然起きるその大きな変化に備えて，「目を覚ましていて，頭がさえた状態を保ちましょう」。（テサ一 5:6）



^ ***塔75 3/1 146ページ 神が与えてくださる霊的安全***
たエホバの証人たちは，今日に至るまで，この霊的安全のうちにとどまることを求めています。なぜなら，来たるべき「大患難」において，人間製の物質的，経済的，軍事的防衛手段は，人の命を保護して神の新秩序に生き残らせ得ないからです。『不義の財は益なし  されど正義は救いて死を脱かれしむ』― 箴 10:2。
4 霊的安全とは，永遠の命に関する神のご要求に調和したわたしたちの霊的生活に神の保護がある，という意味です。神が是認する人々は，神に忠実であるがゆえに敵が彼らを殺すのを神が許されることがあろうとも，霊的な安全を得ている人々です。神は，死に至るまで保たれた彼らの霊性に対し，義の新秩序において祝福と命の機会を与える復活という報奨をお与えになります。霊的安全は，物質主義的な人々が設けようとする身体的安全よりも高く評価されるべきです。霊的安全は，わたしたちが望む，欠くことのできない安全です。これこそ聖書の詩篇 91篇が，わたしたちのために美しく描写しているところの安全です。
5 霊感を受けて詩篇 91篇を書いた人は，詩篇 90篇の作者と同一人物のようです。90篇の最後の節にすぐに91篇がつづき，その間に作者を紹介する表題は入っていません。もし同一人物であれば，作者は，90篇の表題の中に名前を示されている預言者モーセです。しかし，状況はそのことを示しているように見えますが，確証はありません。それでもやはり，詩篇は神の聖言が書き記された霊感による書の一つです。重要なのはその点です。それがこの詩篇を真実なもの，信頼できるものにするのです。この詩篇は，西暦紀元より少なくとも460年前に書かれたので，久しく約束されていたメシア，神の油そそがれた者，すなわちキリストについて，直接には述べていません。そのメシア，すなわちキリストの霊的安全の聖なる源であったかたに，わたしたちの注意を集中させます。
6 例えば，西暦29年のこと，神の大敵対者は，中東に住んでいたある人物に，11節と12節を適用しました。誘惑者悪魔サタンは，霊感によって語られた神ご自身のことばを悪用することによって欺き，その人物の霊性を損おうとしていました。その誘惑者は，詩篇 91篇のそれらの聖句に，身体的安全という考えを入れました。「神の子」には特にそのような身体的保護と防護が直接に与えられるだろう，と彼は論じました。そのことを悪魔とユダヤ人たちに証明するために，その人物はエルサレムの神殿の胸壁から身を投げ，み使いたちをして重力の法則から彼を守らせ，彼を神殿の舗道まで静かに運ばせるべきだ，というわけです。それは「天からのしるし」のようなものだ，というのでした。
7 この詩篇 91篇は，だれよりも，このほど神の聖霊で油そそがれてメシア，すなわちキリストになったこの人物に，よく当てはまりました。そこで悪魔は，神により油そそがれたこの人物にとって真の誘惑になると彼が考えたことを，たくらみました。しかし，その人物，すなわちイエス･キリストは，その悪だくみを見抜かれました。詩篇 91篇11，12節にまちがった意味が付されたのをご覧になりました。イエスはご自分の霊的安全を放棄することを拒否されました。
8 イエスは，預言者モーセを通して与えられた霊感による戒めに訴えることによって，そのことを行なわれました。聖書の記録は次のように伝えています。「イエスは彼[つまり悪魔]に言われた，『「あなたの神エホバを試してはならない」とも書いてあります』」。（マタイ 4:7。申命 6:16）もちろん，イエスは聖なるみ使いたちを信じておられました。しかしもしイエスが，神殿にいたユダヤ人たちの前で，利己的な気持ちから，向こう見ずな方法で自分を誇示するために，神のつくられた，よく知られている重力の法則を無視しようとするような正しくないことをしても，み使いたちはイエスを助けるとは信じておられませんでした。この場合，イエスが賢明にも霊的に安全な所を離れなかったことは，結果としてイエスの身体的安全を守るものともなりました。イエスは，聖書









^ ***喜歌 36番 心を守る***
36番
心を守る
（格言 4:23）
1. 命守るため心守る
エホバの言葉に心映し
正しく心を導くなら
それることはない エホバの道
2. 心整えて神に頼り
毎日祈って感謝示す
喜んで神に従うなら
心に神への愛が育つ
3. 真実を愛し考えれば
心動かされ強くされる
心から神をたたえるなら
神から愛され友になれる
（詩 34:1; フィリ 4:8; ペテ一 3:4も参照。）



^ ***喜歌 88番 あなたの道を教えてください***
88番
あなたの道を教えてください
（詩編 25:4）
1. 神のもとに集まった
真理学ぶために
その言葉光となり
行くべき道照らす
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
2. 神の知恵とその教え
心から頼れる
その言葉当てはめれば
無限の価値を知る
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
（出 33:13; 詩 1:2; 119:27，35，73，105も参照。）



^ ***塔研25 08月号 31ページ 読者からの質問***
読者からの質問
良い知らせを伝える活動はいつ終わりますか。
イエスはこう言いました。「王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます」。（マタ 24:14）この聖句で「終わり」と訳されているギリシャ語はテロスで，同じ章の6節と13節でも使われています。この語はここで，ハルマゲドンでサタンの世界が完全に終わる時のことを指しています。（啓 16:14，16）それで，その完全な終わりの直前まで，良い知らせを伝える活動は続きます。これまでの理解がそのように調整されました。
これまでは，大いなるバビロンが攻撃されて大患難が始まる時に，良い知らせを伝える活動は終わる，と理解していました。（啓 17:3，5，15，16）そのタイミングで「エホバの恵みの年」が終わると理解していました。（イザ 61:2）また，大患難を生き残るのは，大患難が始まる前にエホバの側に付いていた人たちだと考えていました。それは紀元前607年にエルサレムの滅びを生き残ったユダヤ人たちの例を根拠にしていたからです。彼らはエホバを崇拝し悪いことを憎んでいたので，エルサレムが滅びる前に，生き残るための印を付けられました。（エゼ 5:11; 9:4）でも，マタイ 24章14節でイエスが言ったことからすると，ハルマゲドンでサタンの世界が完全に終わる直前まで，良い知らせを受け入れる人がいる可能性があります。
マタイ 24章14節について理解が深まったため，啓示 16章21節の解釈も見直す必要が出てきました。その聖句では，「甚大な被害」をもたらす「ひょう」について予告されています。詳しい調査の結果，この2つの聖句は互いに補い合っていることが分かりました。どういうことでしょうか。王国のメッセージをどうとらえるかは，人によって違います。使徒パウロはそのメッセージが，「救われようとしている人たち」にとっては「命の香り」のような良い知らせ，神に敵対する人たちにとっては「死の臭い」のような悪い知らせになる，と書きました。（コリ二 2:15，16）神に敵対する人たちが王国のメッセージを嫌うのは，自分たちが住んでいる世界が邪悪呼ばわりされ，サタンに支配されていて，滅ぼされると知らされるからです。（ヨハ 7:7。ヨハ一 2:17; 5:19）
大患難の時の伝道は今よりもストレートでインパクトのあるものになるでしょう。そして，エホバの名前がかつてないほど知られることになります。（エゼ 39:7）大いなるバビロンが滅んだ後のどこかの時点で，王国のメッセージの甘い香りに引き寄せられる人がいるのでしょうか。それは十分にあり得ることです。エホバの証人が間違った宗教が終わるとずっと伝えてきたことを思い出したり知ったりして，引き寄せられるのかもしれません。
昔のエジプトで10の災厄の後に起きたことを考えてみましょう。エホバが「エジプトの全ての神々を裁いて処罰」した後，イスラエル人以外の「さまざまな人も大勢」，イスラエル人と一緒にエジプトを出ました。（出 12:12，37，38）そのような外国人は，モーセが予告した通り10の災厄が起きたのを見て，エホバに従おうと思ったのかもしれません。
大いなるバビロンが滅んだ後エホバに従う人たちには，まだ地上に残っているキリストの兄弟たちに協力する機会があります。（マタ 25:34-36，40）でも，ハルマゲドンの少し前，キリストの兄弟たちは全員天に行きます。それ以降，羊として裁いてもらうことはできなくなります。
今回新しく理解できた点から，エホバが愛にあふれていて，憐れみ深い神であることが分かります。エホバは，「一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいる……のです」。（ペテ二 3:9）









^ ***喜歌 84番 人々の力になろう***
84番
人々の力になろう
（マタイ 9:37，38）
1. エホバは知ってる
与える喜び
エホバに倣おう
機会を捉えて
（※ 繰り返し）
勇気出して踏み出そう
きっと何かできる
私にも
2. 世界のどこかで
助けを待ってる
自分を差し出し
力になりたい
（※ 繰り返し）
勇気出して踏み出そう
きっと何かできる
私にも
3. 近くの区域で
建設手伝う
言語を学んで
真理を伝える
（※ 繰り返し）
勇気出して踏み出そう
きっと何かできる
私にも
（ヨハ 4:35; 使徒 2:8; ロマ 10:14も参照。）



^ ***新世ス ヨハネ 17:3***
3 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。



^ ***喜歌 57番 あらゆる人に伝道する***
57番
あらゆる人に伝道する
（テモテ第一 2:4）
1. エホバ神に倣って
あらゆる人に語る
公平な神エホバ
人々を引き寄せる
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
2. エホバはよく見ている
人の心の中を
どんな人であろうと
良い知らせ伝えよう
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
3. エホバに仕えるため
生き方変える人は
エホバに喜ばれる
そのことを伝えたい
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
（ヨハ 12:32; 使徒 10:34; テモ一 4:10; テト 2:11も参照。）



^ ***塔97 10/1 16–18ページ 霊感による神の言葉を忠節に擁護する***
4 聖書の主な目的の一つは，まことの神を知るように人々を助けることです。（出エジプト記 20:2-7; 34:1-7。イザヤ 52:6）イエス･キリストはご自分の追随者たちに，み父の名前が「神聖なものとされ（る）」こと，神聖に保たれること，つまり聖なるものとして扱われることを祈るよう教えました。（マタイ 6:9）神はご自分の固有の名が聖書中に7,000回余り含まれるようにされました。神は人々がその名前とその名を持つ方の特質を知るように望んでおられます。―マラキ 1:11。
5 多くの聖書翻訳者たちは，神の名に対する誠実な敬意を示し，自分の翻訳の中で一貫してみ名を用いてきました。翻訳者の中にはヤハウェを好む人もいます。他方，神の名としてヘブライ語本文に出ているものを明示しながらも自国語に適合する呼び方を選んだ人もいます。それは恐らく，長年用いられてよく知られている呼び方でしょう。新世界訳聖書はエホバを主要本文中に7,210回用いています。
6 近年，聖書翻訳者たちは，バアルやモレクといった異教の神々の名をそのままとどめておきながら，霊感のもとに記された神の言葉の翻訳からまことの神の固有の名を取り除いており，そういうことがますます多くなっています。（出エジプト記 3:15。エレミヤ 32:35）広く頒布されているアルバニア語訳は，マタイ 6章9節，またヨハネ 17章6節や26節などの文中で，「あなたのお名前」（すなわち，神のお名前）に相当するギリシャ語の表現を，名前のことが何も触れられていないかのように，ただ「あなた」と訳しています。「新英訳聖書」や「今日の英語訳」は，詩編 83編18節で神の固有の名も，神に名前があることを思わせる表現も省いています。ほとんどの言語でヘブライ語聖書の比較的古い翻訳には神の名が出ていますが，より新しい翻訳では省かれるか欄外注に入れられている場合が少なくありません。英語の聖書がそうですし，ヨーロッパ，アフリカ，南アメリカ，インド，および太平洋の島々の多くの言語の聖書もそうです。
7 聖書をアフリカの一部の言語に翻訳する人たちは，さらにその上をいっています。単に神の名を神または主などの聖書的な称号で置き換えるのではなく，土地の宗教信条から取った名を挿入しているのです。「ズールー語新約聖書 詩編付き」（1986年版）では，神（ウンクルンクル）という称号が，『人間の先祖代々崇拝されている偉大な先祖』のことであるとズールー族の人々が理解している固有名（ウムベリンガンギ）と互いに交換できるものとして用いられました。「聖書翻訳者」誌，1992年10月号の一記事は，「ブク･ロエラ」と呼ばれる予定のチチェワ語聖書を準備する際に，翻訳者たちがエホバに代わる固有名としてチャウタを用いようとしていることを伝えています。チャウタは「彼らが以前から知り，崇拝している神」である，とその記事は説明しています。それでも，それらの人々の多くは，自分たちが死者の霊と考えるものをも崇拝しています。もし人が“至上者”に請願をささげるのであれば，その“至上者”を指して用いるどんな名前も，当人の崇拝にほかに何が含まれていようと，エホバという固有の名と十分に等しいものになる，と言えるでしょうか。決してそのようなことは言えません。（イザヤ 42:8。コリント第一 10:20）神の固有の名を，伝統的な信条が現に正しいと思わせるようなもので置き換えることは，人々がまことの神に近づく助けにはなりません。
8 そのようなことがあっても，み名を知らせるというエホバの目的は，変わることも，くじかれることもありませんでした。ヨーロッパ，アフリカ，南北アメリカ，東洋，および海洋の島々の諸言語では今でも，神の名を載せた多くの聖書が頒布されています。また，540万人を超えるエホバの証人が233の国や地域におり，まことの神の名前と目的について他の人々に伝えるため全体として年に10億時間余りをささげています。彼らは数多くの言語の聖書 ― 神の名の用いられているもの ― を印刷し，頒布しています。それらの言語は，英語，中国語，ロシア語，スペイン語，ポルトガル語，フランス語，オランダ語を含め，地球人口の約36億人が話している言語です。また，地球人口の大多数の人々に知られている諸言語の聖書研究用手引き書も印刷されています。間もなく神ご自身が，諸国民は「わたしがエホバであることを知らなければならなくなる」という宣言を決定的に成就する方法で行動されるでしょう。―エゼキエル 38:23。









^ ***喜歌 107番 神の愛の模範***
107番
神の愛の模範
（ヨハネ第一 4:19）
1. 心打つ エホバ神の愛の模範
その愛を深く学び 身に付け示そう
愛する子イエス与え 人々の罪を許す
限りないエホバの愛 これこそ神の道
2. 神の道歩むときに愛は育ち
心から仲間全て気遣い敬う
もし友が苦しむなら手を伸ばし支えとなり
兄弟の愛を示す これこそ真の愛
3. 真の愛 私たちを結び付ける
父のもと家族となり 幸せ味わおう
聖書から教えられて 友たちと手を取り合い
広げよう 一致の輪を これこそ神の愛
（ロマ 12:10; エフェ 4:3; ペテ二 1:7も参照。）



^ ***喜歌 16番 王を任命したヤハを賛美する***
16番
王を任命したヤハを賛美する
（啓示 21:2）
1. 神はキリストを王に選んだ
神の望むことを
成し遂げるために
（※ 繰り返し）
忠実な羊はヤハを賛美する
毎日の生活でおきてを守る
忠実な羊はイエスをたたえる
神により選ばれた王に従う
2. 神はキリストに兄弟与え
共にこの地球を
楽園に変える
（※ 繰り返し）
忠実な羊はヤハを賛美する
毎日の生活でおきてを守る
忠実な羊はイエスをたたえる
神により選ばれた王に従う
（格 29:4; イザ 66:7，8; ヨハ 10:4; 啓 5:9，10も参照。）









^ ***喜歌 22番 王国は統治している 王国が来ますように！***
22番
王国は統治している 王国が来ますように！
（啓示 11:15; 12:10）
1. メシアの王国 天に生まれ
イエスは治める 王座につき
王国の力やがて地に及ぶ
（※ 繰り返し）
実現した 救いと王国
来ますように エホバの王国
2. 天には平和と自由戻り
歓喜の歌声 響き渡る
王国の力やがて地に及ぶ
（※ 繰り返し）
実現した 救いと王国
来ますように エホバの王国
3. サタンの支配の終わり近い
希望の光が闇を照らす
王国の力やがて地に及ぶ
（※ 繰り返し）
実現した 救いと王国
来ますように エホバの王国
（ダニ 2:34，35; コリ二 4:18も参照。）



^ ***喜歌 124番 揺るぎない愛***
124番
揺るぎない愛
（詩編 18:25）
1. エホバに示そう 揺るぎない愛
愛ある教えに信頼置いて
献身守って 愛 貫いて
エホバの近くで安らぎを得る
2. 仲間に示そう 揺るぎない愛
心のこもった気遣い示し
どんなときにでも一緒にいよう
互いを敬い 絆 強める
3. 牧者に示そう 揺るぎない愛
感謝の気持ちで助け受け止め
愛から生まれる忠実示す
その時 神から祝福受ける
（詩 149:1; テモ一 2:8; ヘブ 13:17も参照。）
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